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(1)板石積石室墓 (SI)

A地区】ヒ西遺構群内に 8基分布するぅいずれも中世の遺構や近世以降の耕作によって上部

を削平 されており、板石が全て抜かれているものや、大部分抜かれているものがほとんどで

あった。 しかし、他の墓制 との切 りあいは見 られない。

S1101(第 9図)堀 り込みのみを検出 した板石積石室墓。】ヒ側 を中世の溝 に切 られてい

るが方形プランで一角が弧状 を呈すると思われる。

S1102(第 10図) 円形プランの石室。北側半分はコンクリー ト壁 によって破損 している。

南側半分で長軸縦置 きの石材が 9枚検出 された。北狽1の 4ヵ 所の掘 り込みと合わせると13枚の

石材を用いていると思われる。無菫鏃 1(第107図 1)が出土 している。

S1103(第 11図)15枚 の石材 を長軸縦置 きに用いた円形プラン4石室である。外側 に階

段状 に一段の堀 り込みが検出されておリドーム状の石組みが考えられる。柳葉鏃 1(第 107

図 3)が出土 している。

S1104(第 12図) 石材は 1枚 しか残っていないが堀 り込みから13枚の石材を用いた長方

形プランの石室である。西壁 と北壁の交点は直角に組んであるが、南壁から東壁にかけては

弧状 を呈する。

S1105(第 13図) 3枚 ほど石材が欠けているが14枚～15枚の石材 を長軸縦置 きに用いた

方形プランの石室である。一角のみ弧状 に組 まれている。階段状 に一段の堀 り込みがみられ

る。 ドーム状の石組みが考えられる。

S1106(第 14図)土 取 りによって北半分が削平 されているが円形プランの石室 と思われ

る。残存する石材は床面に弧状 に組まれた長軸縦置 きの 4枚 とその上段 に 2枚が見 られる。

堀 り込みは 4枚の石材のもののほかに 2カ 所確認 された。

S1107(第 15図) 石材は全て抜かれており、堀 り込みも大半が原形 を留めていない。床

面のプランから一角を弧状 に組んだ方形の石室 と思われる。

S1108(第 16図) 石材は全て抜かれているが検出された堀 り込みから、一辺に 3枚の石

材 を用いて一角を弧状 に組んだ方形の石室である。
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(2)上壊墓 (SK)

A地区北西遺構群内に木棺墓 6基 と木蓋上羨墓52基の合計58基の上残墓が分布する。多く

の土墳墓が中世の遺構や近世以降の耕作によって上部 を削平されている。しかし、他の墓制

との切 りあいは見られない。

木棺墓 (SKl～ SK6)

SKl(第 18図) 4辺 の堀 り込みが検出された。長軸辺より短軸辺の堀 り込みが深 いと南

北方向に主軸を持ち東側長軸辺の片方が短軸辺より外に張 り出す。内寸は約 150 cln× 70c14を

測る。鏃 1(第 106図3])が出土している。

SK2(第 18図) 長軸辺の堀 り込みのみの検出である。南側は堀 り込みが緩やかに傾斜

する。管玉 1(第 106図②)と 矢柄片と思われる本質部 (第 106図 32)が出上 している。

SK3(第 19図) 両側の短軸辺の堀 り込みと長軸辺の一部でわずかな堀 り込みを確認 し

た。内寸で約170cm× 80cmを 測る。

SK4(第 19図) 短軸辺の堀 り込みのみの検出である。長軸長約120cmを測る。

SK5(第 20図) 4辺 の堀 り込みが検出された。短軸辺の堀 り込みが深 く堀 り込んであ

る。長軸辺が両側 とも短軸辺より外に張 り出す。東側の長軸辺の立上がりの堀 り込みが緩や

かに傾斜する。内寸は約 ■O cln× 50clnを 測る。南角の床面から鏃長身の鏃 4(第 106図 18～

21)が出上 した。また、傾斜面などの床面近 くから土器片数点が出上 しているが流れ込みと

思われる。

SK6(第 20図) 両側の短軸辺と一部長軸辺の堀 り込みが検出された。内寸約 110 cm×

70cmを浪よる。

木蓋土壊墓 (SK7～ S K58)

SK7(第 21図) 長方形プランで断面方形の大型土羨。角をほぼ直角に堀 り込む。床面

中央に剣 1(第 106図 4)、 壁際に鏃 2(第 106図 5。 6)を 出土 している。

SK8(第 21図) 隅丸長方形プランを呈する中型土壌。断面逆台形だが一部壁が内側に

傾 く。

SK9(第 22図) 長方形プランで断面方形の中型土羨。角ほぼ直角に堀 り込む。

S K10(第 22図) 長方形プランで断面方形の大型土渡。一方の角は隅丸である。

SK■ (第 23図) 楕円形プランで断面逆台形の小型土渡。中世の柱穴で床面壁面が破損

する。
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S K12(第 23図) 長方形プランで断面方形の中型土壌。角 をほぼ直角に堀 り込む。

S K13(第 24図) 長方形プランで断面方形の小型土羨。中世の柱穴のため一部壁 が破損

する。

S K14(第 24図)長 方形プランの断面逆台形の中型土墳。

S K15(第 25図)長 方形プランの断面方形の中型土壌。北壁の一部が中世の柱穴で

破損する。

S K16(第 25図) 長方形プランの断面台形の大型土墳。床面中央に剣 1(第 106図 7)

が出土 している。

S K17(第 26図)長 方形プランの断面方形の大型土壌。角をほぼ直角に堀 り込む。

S K18(第 26図) 隅丸長方形プランの断面逆台形の小型土壊。床面が 2段 になる。

S K19(第 27図) 長方形プランの断面方形の中型土残。確認面で堀 り込みが見られるが

中世以降のものと思われる。鏃 3(第 106図 8～ 10)が出土 している。

S K20(第 27図) 長方形プランの断面方形の中型土壌。角 をほぼ直角に堀 り込む。

S K21(第 28図) 歪なやや幅広長方形プランの小型土羨。断面は逆台形。

S K22(第 28図) 幅広長方形プランの中型土羨。断面は方形。

S K23(第 29図)東 側 が直角に掘 り込 まれているが、西側が弧状 を呈する若干隅 九長方

形気味の不定型の小型土墳。東壁は中世の掘 り込みで破損 している。断面は逆台形を呈す る。

S K24(第 29図) 長方形プランの断面方形の中型土羨。
ヤ

S K25(第 30図)長 方形プランの断面方形の中型土羨。

S K26(第 30図) やや幅広の長方形プランの中型土羨。床面中央に剣 1(第 106図 15)

が出土 してぃる。確認面の西側 に本蓋用と思われる堀 り込みの一部が検出された。

S K27(第 31図) 幅広の長方形プランの中型土羨。断面は方形 を呈する。床面か ら浮 い

た状態で土器片 とが出土 している。

S K28(第 31図)楕 円形気味の不定型 プランの小型土獲。断面は逆台形。中央憲 りの西

側床面に鏃 1(第 106図14)を 副葬 している。また、北壁際では浮いた状態で土器片 1が出

土 している。          、

S K29(第 32図) 長方形プランの断面逆台形の中型土墳。

S K30(第 32図) やや幅広の長方形プランの大型土壊。断面は方形 を呈する。オL西角が

中世の柱穴によって一部破損 している。

S K31(第 33図) 隅九長方形プランの大型土壊。断面は袋状 を呈する。
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S K32(第 33図) やや幅広の長方形プランの小型土装。断面は方形 を呈 している。南東

壁際の床面に鏃 1(第 106図 13)を出土 している。

S K33(第 34図) やや幅広の長方形プランの小型土渡。断面は方形 を呈 している。

S K34(第 34図) 長方形の断面台形の中型の土壊。掘 り込み面の周囲に木蓋用の掘 り込

みが巡っている。

S K35(第 35図) 長方形プランの断面逆台形の小型土墳。

S K36(第 35図) 長方形プランの断面方形の中型土羨。土羨の掘 り込み面に長軸132m、

短軸 110 cmの 本蓋用の掘 り込みが検出 されている。南東側 の掘 り込みが若千広 くなってい

る。

S K37(第 36図) 長方形プランの中型土残。断面は袋状の台形 を呈する。

S K38(第 36図) 楕円形プランの断面方形から台形状の大型土墳。南壁が中世の柱穴や

地下式横穴墓の竪杭 などによって毀損 している。西寄 りの床面に鏃 1(第 106図 11)が出土

している。

S K39(第 37図) 長方形プランの中型土羨。断面は袋状の台形 を呈する。掘 り込み面に

長軸125cm、 短軸75釦の木蓋用の掘 り込みが見 られる。

S K40(第 37図) 隅九長方形プランの断面方形の中型土獲。】ヒ東角寄 りの床面に鏃 1(

第106図 16)と 矢柄 (第 106図 17)が出土 している。

S K41(第 38図) 長方形プランの断面方形の中型から大型 にかけての土羨。北側は土取

りによって崩壊 している。

S K42(第 39図 ) 幅広長方形プランの断面方形の中型土竣。

S K43(第 39図) 隅九長方形プランの断面逆台形の小型土羨。

S K44(第 39図) 長方形プランの断面逆台形の小型土墳。

S K45(第 40図) 幅広長方形プランの断面台形の中型土羨。残存壁の状態からかなり内

側へ傾 く壁面が推定 される。

S K46(第 40図) 長方形プランの大型土墳であるが北東角が崩れている。断面は一部逆

台形 を呈 しているが基本的には方形である。

S K47(第 41図 ) 隅丸長方形プランの断面逆台形の中型土墳。

S K48(第41図) 幅広長方形プランの断面方形の小型土壊。南角や北壁際の床面を中心

に鏃 6(第 106図 22～ 30)が出土 している。 しかし、10cmほ どしか壁面が残存 しておらず原

位置での出土かは明確ではない。
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第46国  s K58遺結実測図

S K49(第 42図)長 方形プランの断面方形の中型土羨。耳ヒ側をS K53に よって切 られて

いる。西壁寄りの床面に欠損した食よ1(第 106図 121が出土している。

S K50。 S K51(第 43図) いずれも北側を土取りによって大半を毀損している.。

S K52(第 43図) 近世以降の攪乱によって東側が毀損している。西壁際に浮いた状態で

土器 1が出上している。

S K53(第 42図) s K49と 切りあって検出された。長方形プランでやや逆台形状の断面

を呈する。埋土中に釘状の鉄片が数点見られる。

S K54(第 44図) S K55と 隣接して検出された。断面逆台形の小型土渡も

S K55(第 44図) 断面逆台形の大型の細長土竣。西イ則を中世の柱穴で破損してぃる。.

S K56(第 44図) 断面逆台形の大型の細長土渡。長方形プランを呈する。

S K57(第 45図)惰 円形プランを基本とする主土猿と三ヵ月形の浅い土竣の組み合わさ

った変形の大型土療。主主羨は三段に掘り込まれており二段目が床面と思われる。上面では

朱が検出されている。

S K58(第 46図) 円形プランの小型土羨。床面は耳帥1に入り込む形になっている。
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(3)地下式横穴墓 (ST)

A地区北西遺構群北側で16基、同南側で 8基、B地区遺構群で43基合計69基の地下式横穴

墓が検出された。

A地区遺構群北側

16基の地下式横穴墓が検出 された、この内 8基は横日系の竪坑 をもつ地下式横穴墓で、他

は羨門閉塞の地下式横穴墓である。主軸に規則性は見 られないが大半は微高地頂部 より若干

下がった同等高線上 に分布 し、標高の高い方向に玄室 を堀 り込んでいる。

S T 10ol(第 48図) 長方形プランで断面台形の大型土羨 を玄室 にする。長辺中央に半円

形プランの小型の横日系の竪坑 を持つ。玄室は竪坑 より深 く堀 り込 まれている。竪坑 と玄室

の間は一段高い羨道で続 く。羨門に当る位置には右側壁 に板閉塞の溝が堀 り込んである。羨

門から玄室にかけて高部の邪部片 (第 105図 52)が出土 した。

S T 1002(第48図) やや幅広長方形プランで断面方形の大型土羨 を玄室 にする。長辺中

央に半円形プランの小型の横 口系の竪坑 を持つ。玄室は竪坑 より深 く堀 り込んである。竪坑

と玄室の間には羨道があり羨門に当る位置の床面には板閉塞の溝が堀 り込んである。

S T 1003(第 59図) やや幅広長方形プランで断面方形の大型土羨 を玄室 にする。長辺中

央より右側 に長方形プランの横 口系の竪坑 を持つ。玄室は竪坑より深 く堀 り込んである。竪

坑 と玄室の間には羨道があり羨門に当る位置の床面には板閉塞の溝が堀 り込んである。床面

より鏃 3(第 106図 33～35)が出土 したほか竪坑検出レベルで長頸重 (第 104図39)の 胴部

が出土 してぃる。

S T1004(第59図) 隅丸長方形プランの玄室の長辺側 に長方形の横日系の竪坑 を堀 り込

む。羨道は細 くくびれる。竪坑 から羨道までの床面は同 レベルで、玄室は一段下がる。

S T 1005(第 50図) 幅広長方形プランで断面台形の土墳 を玄室にする。長辺中央に円形

状の横日系の竪坑 を堀 り込む。羨道はわずかに見 られ一段低 く玄室が造 られている。やや東

よりの床面に紡錘車 1(第 106図①)が出土 してぃる。

S T 1006(第 50図) 幅広長方形プランの小型土竣 を玄室にする。片袖気味 に位置する長

方形プランの横口系の竪坑は玄室より深 く堀 り込んでいる。玄室よリー段高 く短い羨道が造

られている。羨門壁 に板閉塞の溝 が堀 り込まれている。

S T 1007(第 51図) 平入 り楕円形プランの玄室 に細長い長方形プランの竪坑 を持つ。板

―…18ユ ーー



閉塞の溝が羨門壁際 に堀 り込んである。

S T 1008(第 51図) 隅丸長方形プランの玄室の長辺側東寄 りに一段高 く隅丸長方形の横

日系の竪坑 を造 る。北東角床面に剣 1(第 106図 36)が出土 している。また竪坑検出 レベル

の玄室上部から長頸重 (第 104図 37)が完形で出土 した。

S T 1009(第 52図) 長方形プランの断面方形の玄室に方形プランの竪坑 を持つ。床面は

竪坑から玄室にかけてフラッ トである。

S T 1010(第53図) 羨門閉塞のタイプ。楕円形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄室。

天丼は崩壊 しているが ドーム形 と思われる。やや東側 に羨道が偏 る。竪坑 を攪乱で毀損する。

S T 1011(第54図) 羨門閉塞のタイプ。円形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄室。天

井は ドーム形 を呈する。やや南寄 りに方形プランの小型の竪坑が堀 り込 まれている。竪坑か

ら玄室にかけて床面は傾斜する。奥壁際に剣 1(第 107図37)と 鏃 1(第 107図 38)が出土

している。

S T 1012(第 55図) 羨門閉塞のタイプ。隅丸長方形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄

室。天丼は ドーム形だが高 さ50cmと 低 い造 りである。右袖際に鏃 1(第 107図 39)が出土 し

ている。

S T 1013(第56図) 羨門閉塞のタイプ。円形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄室で天

井は崩壊する。羨道は長めで竪坑から羨道 にかけて床面が傾斜する。 さらに玄室は一段下が

って堀 り込まれている。確認面全域 にかけて攪乱のため上部が毀損 している。

S T 1014(第 57図)羨 門閉塞のタイプ。隅九長方形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄

室。天丼は平造 りで高 さ約50cmと 低い。奥壁中央に鏃 2(第 107図 40。 41)が出上 している。

S T 1015(第 58図) 羨問閉塞のタイプ。楕円形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄室。

天丼部は崩壊 している。羨道 から玄室にかけて傾斜する。右壁際に鏃 5(第 107図42～ 46)

が出上 した。また、竪坑上部 および南側 に土器 (第 102図 17、 第 104図 49、 第 105図 56・ 57)

が集中 して出土 した。

S T 1016(第 59図) 羨門閉塞のタイプ。楕円形状プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄室。

天丼は平造 りで低い。竪坑 と玄室のほぼ同規模である。羨道は玄室側 に開 き気味に造 られて

いる。剣 1(第 107図 47)が出土 している。

S T 1017(第60図) 羨門閉塞のタイプ。楕円形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄室。

天丼部は ドーム形で低い造 りである。中央 よりやや羨門側 に鏃 3(第 107図 48～ 50)が出土

している。
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S T 1018(第 61図) 羨門閉塞のタイプ。楕円形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄室。

天丼部は崩壊 している。羨門の天丼は押 し潰 されてしまっている。竪坑の規模 が玄室より大

きく堀 り込まれている。剣 2(第 108図 55。 52)が出土 している。

A地区遺構群南側

8基が分布する。S T 1019～ S T 1022の 4基の羨門閉塞タイプの一群、羨門閉塞 タイプの

S T 1023と 竪坑上吉B閉塞タイプの S T 1024、 さらに竪坑上部閉塞タイプの S T1025と S T10

26の 3グループの分布が見 られる。いずれも竪坑 から北方向に向って玄室が騰築 されている。

S T 1019(第 62図) 羨門閉塞のタイプ。楕円形プランでやや右寄 りに両袖 を持つ平入 り

構造の玄室。天丼部は ドーム造 りである。右袖際に鏃 1(第 107図53)が出土 している。

S T 1020(第 63図)羨 門閉塞のタイプ。楕円形プランの両袖を持つ平入 り構造の玄室。

天丼は崩壊する。羨道は若干長いが幅が狭い。竪坑は羨門に向って傾斜 し、さらに玄室は一

段下がって堀 り込まれている。奥壁際の中央に鏃 4(第 107図55～ 58)、 右角に剣 1(第 108

図54)が出土 している。天丼部は ドーム造 りである。

S T 1021(第 64図) 羨門閉塞のタイプ。楕円形プランのやや右寄 りに両袖 を持つ平入 り

構造の玄室。天丼部は ドーム造 りである。羨道は若干細長 く造 られている。竪坑 から羨道に

かけて床面がやや傾斜する。

S T 1022(第 65図)羨 門閉塞のタイプ。隅九長方形プ ランの両袖 を持つ玄室。天丼部は

崩壊 している。竪坑から羨道 に向って床面が傾斜する。奥壁中央に剣 1(第 107図 59)、 右角

に剣 1(第 107図60)が出土 している。

S T 1023(第66図) 羨門閉塞のタイプ。隅丸長方形プランでやや右寄 りに両袖 を持つ玄

室。天丼部は崩壊 している。羨門は細長 く造 られている。竪坑は玄室よリー段深 く堀 り込ま

れている。右壁奥で剣 (第 107図 51)、 羨門近 くで剣 (第 107図 52)、 鏃が出土 している。

S T 1024(第 67図)竪 坑上部閉塞のタイプ。楕円形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄

室。玄室から羨道 にかけて天丼部が崩壊 している。

S T 1025(第 68図) 竪坑上部閉塞のタイプ。I品 九長方形プランの両袖 を持つ玄室。天丼

は寄棟造 りを呈する。竪抗上面には塞用の方形の堀 り込みがあり2段堀 りになっている。竪

坑の周囲に粘土 を敷 き、大型の偏平石で閉塞する。さらに丸石で隙間を充填 している。右壁側

に剣 1(第 107図 63)、 鏃 2(第 107図 61・ 62)が出土 している。

S T 1026(第 69図) 竪坑上部閉塞のタイプ。楕円形プランでかなり右側 に寄った両袖 を
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持つ平入 り構造の玄室。玄室から羨道にかけて天丼部が崩壊する。竪坑上部で閉塞石の一部

が残存する。奥壁中央に剣 2(第 108図 62・ 63)、右壁際に剣 2(第 108図 64・ 65)が出土 している。

B地区遺構群

羨門閉塞タイプ 6基、竪坑上部閉塞タイプ37基が分布する。羨門閉塞 タイプは遺構群東側

に集中する。羨門閉塞タイプの主軸方向は一定でないが、竪坑上部閉塞 タイプは主軸を南北

方向に持 ちいずれも竪坑から北方向に向って玄室が構成 されている。

S T 2001(第 71図) 竪坑上部閉塞のタイプ。惰円形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄

室。玄室から羨道 にかけて天丼部が崩壊 している。奥壁際 に剣 1(第 108図 70)、 鏃 3(第 10

8図 68・ 69・ 71)が出土 している。

S T 2002(第 72図) 竪坑上部閉塞のタイプ。長方形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄

室。角は直角造 られている。玄室から羨道 にかけて天丼部 が崩壊 しているが、残存部から天

井部は寄せ棟の構造 と思われる。右壁際に剣 1(第 108図 75)、 鏃 3(第 108図 72～ 74)が出

土 している。

S T 2003(第 73図) 竪坑上部閉塞のタイプ。楕円形プランの崩れ気味の両袖を持つ平入

り構造の玄室。玄室から羨道にかけて天丼部が崩壊 している。竪坑上部の外側 に閉塞石 2枚

が散乱 している。また、玄室の右際天丼に径20cmほ どの円形の穴が貫通 している。上部 を偏

平石で覆っている。鏃 2(第 109図 86・ 87)が出土 している。

S T 2004(第 74図) 竪坑上部閉塞のタイプ。楕円形プランのかなり肩の崩れた平入 り構

造の玄室。玄室 から羨道 にかけて天丼部が崩壊 している。奥壁際と中央部 に剣 2(第 109図78

。79)刀 1(第 109図 76)、 右壁側の頭骨が有ったと思われる箇所に鏃 6(第 109図80～ 85)

が出土 している。

S T 2005(第 75図) 竪坑上部閉塞のタイプ。円形 に近いプランでかなり崩れた両袖の平

入 り構造の玄室。玄室から羨道にかけて天丼部が崩壊 している。

S T 2006(第 76図)竪 坑上部閉塞のタイプ。片袖の平入 り構造の玄室 を持つ。天丼は ド

ーム形 を呈する。玄室プランは無袖側が長 く、有袖側が狭 くなる。奥壁右側 に人骨片がわず

かに見 られた。竪坑の北側は溝 によって毀損する。

S T 2007(第 77図) 竪坑上部閉塞のタイプ。惰円形プランで片袖の平入 り構造の玄室を

持つ。天丼は ドーム形 を呈する。奥壁際に刀 1(第 109図 88)、 右壁際に鉾 1(第 109図 90)、

鏃 6(第 109図 89。 91～93)が出土 している。竪坑上部は一部溝 によって毀損する。
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S T 2008(第78図) 羨門閉塞のタイプ。楕円形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄室。

玄室から羨道 にかけて天丼吉[が崩壊 している。

S T 2009(第79図) 竪坑上部閉塞のタイプ。台形気味の長方形プランでかなり右側 に寄

った両袖の平入 り構造の玄室。玄室から羨道 にかけて天丼部が崩壊 しているが残存部 から天

井は寄せ棟造 りと思われる。竪坑の堀 り込みは円形 を呈する。右角付近 に鏃 1(第 109図 94)

が出上 している。

S T 2010(第 80図) 竪坑上部閉塞のタイプ。奥行 と幅の比率の近い円形状プランでかなり

右側 に寄った両袖の平入 り構造の玄室に細長い羨道が付 く。玄室の天丼部は崩壊 している。

玄室中央に人骨片が数点見 られた。右壁際に剣 1(第 109図95)刀 1(第 109図96)鉾 1(

第 110図97)刀 子 1(第 110図 98)鏃 3(第 110図 99～ 111)が出土 している。

S T 2011(第 78図) 羨門閉塞のタイプ。楕円形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄室。

玄室から羨道にかけて天丼部 が崩壊 している。残存箇所から玄室高はかなり低い。左壁際に

剣 1(第 110図 106)鉾 1(第 110図 102)鏃 3(第 110図 103～ 105)が出土 している。

S T 2012(第81図) 竪坑上部閉塞のタイプ。楕円形プランで崩れ気味の両袖 を持つ平入

り構造の玄室。玄室から羨道 にかけて天丼部 が崩壊 している。奥壁中央 に剣 1(第 1lo図 10

6)鏃 3(第 110図 108～ 110)、 右袖付近で刀 1(第 110図 107)鏃 2(第 110図 111・ 112)

などが出土 している。

S T 2013(第82図)竪 坑上部閉塞のタイプ。奥行と幅の比率の近い隅九方形プランでか

なり肩の崩れた両袖の平入 り構造の玄室。玄室から羨道の天丼部は崩壊 している。玄室中央

のやや奥壁寄 りで骨片が若干見 られた。右袖付近に剣 2(第 110図117,118)鏃 4(第 111

図120～ 12卜 126。 129)、 奥壁中央に剣 2(第 111図 116・ 119)鏃 9(第 111図 113～ H5。 12

2・ 124～128)が出土 している。

S T 2014(第 83図) 竪坑上部閉塞のタイプ。楕円形プランで崩れ員味の両袖 を持つ平入

り構造の玄室。左肩がやや崩れ気味である。玄室の天丼部が崩壊 している。玄室中央に頭骨

と思われる輪郭 と骨片が見 られる。奥壁中央 に会」3(第 111図 131・ 133・ 136)鏃 1(第 111

図132)、 右壁奥 に鏃 5(第 111図 134・ 135。 137～ 140)、 さらに右袖付近 に剣 1(第 111図 130)

が出土 している。

S T 2015(第 84図) 竪坑上部閉塞のタイプ。楕円形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄

室。玄室から羨道にかけて天丼部が崩壊 している。玄室中央に骨片 とともに剣 2(第 111図

141・ 142)が 出土 している。
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S T 2016(第 85図) 羨門閉塞のタイプ。長方形プランで両袖 を持つ平入 り構造の玄室。

玄室から羨道 にかけて天丼部が崩壊 している。

S T 2017(第 86図) 竪坑上部閉塞のタイズ″奥行 と幅の比率の近い隅丸方形プランで右

側の肩部 にわずかに袖部 を持つ平入 り構造の玄室。玄室の天丼部 は崩壊 している。竪坑下部

に閉塞石の一部が落 ち込んでいる。右壁奥 に剣 1(第 112図 143)、 左壁際に鏃 2(第 112図 144

・145)が 出土 している。

S T 2018(第87図) 竪坑上部閉塞のタイプ。台形気味の隅丸長方形プランでかなり右側

に寄った両袖の平入 り構造の玄室。玄室の天丼部が崩壊 している。右壁奥 に鏃 4(第 112図

147～ 150)、 右袖付近 に欠損 した剣 1(第 112図 146)が出土 している。

S T 2019(第 88図) 竪坑上部閉塞のタイプ。隅丸長方形プランの両袖 を持つ平入 り構造

の玄室。玄室の天丼部 が崩壊 している。羨道付近に鏃 6(第 112図 151～ 156)が 出土 してい

る。

S T 2020(第89図 ) 羨門閉塞のタイプ。隅九長方形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄

室。玄室の天丼部 が崩壊 しているが閉塞石は残存する。40cm～ 50cmの偏平な川原石を使って

閉塞 している。右壁 に立てかけた状態で会」1(第112図 157)が出土 している。

S T 2021(第90図) 羨問閉塞のタイプ。楕円形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄室。

玄室の天丼部が崩壊 している。竪坑は玄室床面よリー段堀 り下げてある。

S T 2022(第 90図) 羨門閉塞のタイプ。楕円形プランの小型の玄室は竪坑の規膜 とさほ

ど変 らない。玄室の天丼部が崩壊 している。

S T 2023(第91図) 竪坑上部閉塞のタイプ。玄室は幅より奥行が長 く奥壁に向って広が

る楕円形状のプランを呈する。肩部のかなり崩れた片袖 を持つ。

S T 2024(第92図) 竪坑上部閉塞のタイプ。楕円形プランのやや右寄 りの両袖を持つ平

入 り構造の玄室。右肩はかなり崩れている。玄室から羨道にかけて天丼部が崩壊 している。

竪坑下部に閉塞石の一部が落込んでいる。

S T 2025(第 93図) 竪坑から羨道にかけては道路にかかっており玄室のみの調査 となっ

た。奥壁右側 に頭骨 と思われる骨片、左側 に大腿骨 と思われる骨片が見 られた。また、奥壁

中央に剣 3(第 113図 166・ 167・ 170)鏃10(第 113図 168・ 169・ 171～ 178)が出上 している。

竪坑上部閉塞 と思われる。

S T 2026(第 94図) 竪坑上部閉塞のタイプ。奥行 と幅の比率がほぼ同 じの円形プランの

両袖 を持つ平入 り構造の玄室。両袖 ともかなり崩れている。玄室から羨道 にかけて天丼部が
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崩壊 している。玄室右壁奥 に剣 1(第 113図 158)鏃 1(第 113図 159X左 袖際に鏃 4(第 113

図160～ 163)が出土 している。竪坑堀 り込みは円形プランを呈する。

S T 2027(第 95図) 竪坑上部閉塞のタイプ。橋円形プランの両袖 を持つ平入 り構造の玄

室。右肩はかなり崩れている。玄室の天丼部が崩壊 している。奥壁中央 に剣 3(第 113図 179

,186・ 187)鏃 4(第 113図 180～ 183)が出土 している。

S T 2028(第 96図) 竪坑上部閉塞のタイプ。奥行 と幅の比率がほぼ同 じの円形プランの

両袖 を持つ平入 り構造の玄室。両袖 ともかなり崩れている6玄室の天丼部が崩壊 している。
,

鏃 1(第 113図 184)と 鏃身 を欠 く茎部 1(第 113図 185)が出土 している。

S T 2029(第 97図) 竪坑上部閉塞のタイプ。隅丸長方形プランでやや右寄 りの両袖 を持

つ平入 り構造の玄室。玄室から羨道にかけて天丼部が崩壊 している。奥壁左角に鏃 (第 112

図164・ 165)がかたまって出土 している。

S T 2030～ S T 2043 竪坑上部閉塞の竪坑と思われる落込みで、いづれも北方向に玄室を持つ。

2.遺 物

(1)上師器 (第98図～第105図 )

土器の出土はA地区北西遺構群の S1103・ S1lo5周辺に土器密集地が見 られるほかST
1001、 S T loo3、 S T 1008、 S T lo05の地下式横穴墓からも出土 している。

17は S T 1015の 竪坑横、 8・ 56・ 57は 同 じくS T 1015竪 坑上部、37は S T loo8の玄室 (土

渡部)上部、39は S T 1003の 玄室 (土渡部)上部、52は S T lo01の 羨道から玄室内にかけて

それぞれ検出された。36は A地区北西遺構群の東側 に当たる6dグ リッドで検出されている。

上記以外の土器は板石積石室墓周辺の上器密集地からの出土である。

出土 した土師器は壷、高杯が主である。それぞれ分類 を記する。

a.壺

垂は単口のこ、二重口縁壼、長頭壺、刻み目突帯 をもつ壼 からなる。

壼 A類 頸部 が絞 まり、口縁部がラッパ状 に外反する壺 (1～ 3、 5～ 11)

A-1類  最大径 を胴部中位に持った胴部が惰円形の巣日の壷。頸部 に刻み目突帯 を施す。

底部は尖 り気味の九底 を呈する。 (1)

A-2類  最大径 を胴部上位に持つ肩の張った単日の壺。 (3、 5～ 11)

壺 B類 直立気味に開 く口縁部 に球形の胴部 を持った単国の壺。 (4)

重 C類 二重口縁の壷。 (12～ 14)
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第99図 A地区北西遺構群出上土器実測図(1)
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C-1類  口縁部が内湾気味 に内傾する二重口縁重。 (12、 14)

C-2類  口縁部が反 り気味 に内傾する二重口縁重。 (13)

壺D類 長頸の重 (37～ 51)。 この うち42・ 46～ 51は小型の長頸壺である。

D-1類  最大径が若干胴部上位 にあるソロバ ン状の胴部 に底部が少 し尖 り気味になる長

頸壺。 (37～ 39,46・ 49)

D-2類  胴部中位 に最大径 を持 ち若干膨 らみのある胴部で短頚になる長頸壷。 (40・ 41

・44)

D-3類  全体的に寸詰まりの器形 となる長頸重。 (42・ 50)

D-4類  底部が尖底気味 になる長頸重。 (47・ 48)

壺E類 胴部 に 2本の刻み目突帯 を施す壺。 (23～ 35)

E-1類  個々に刻み目を施 した 2条の突帯 を持つ土器。 (24・ 26)

E-2類  同 じ単位の刻み目を施 した 2条の突帯 を持つ土器。 (23・ 25。 27～ 29)

E-3類  1本の幅広の突帯 を線刻で 2本 に表現 し施 した土器。 (30～ 35)

b.高 邦 (52～ 64)

罫部 1類 大形で浅い邦部。日縁部が大 きく外反 し、受部 と口縁部の境 に稜を持つがあまり

明瞭ではない。 (52～ 55)

郭部 2類 小形で深い郭部。口縁部が外反 し、受部 と口縁部の境 に稜 を持つ。 (56)

脚部 1類 エ ンタシス状 に中位が膨 らみ、椀状 を持つ脚部。 (58・ 59・ 63・ 64)

脚部 2類 裾部 に向かってラッパ状 に開 く脚部。 (57・ 60・ 62)

脚部 3類 柱状の脚部が屈曲 して裾部 に開 く。脚部 と裾部の境 に穿孔が見 られる。 (61)

(2)鉄 器

a.鉄 鏃 (第 106図～第113図 )

地下式横穴墓や土羨墓などの遺構 から出土 した鉄鏃 142本のうち、鏃身部が残 る形状の明

確な約 119本 について大別すると圭頭鏃63本、長菫鏃約18本、腸狭柳葉鏃14本、腸狭三角鏃

7本、柳葉鏃 9本、無茎鏃 8本 からなる。鉄鏃については個々の説明は省 き分類ごとの解説

する。

圭頭鏃 (K類)

ぃわゅる圭頭斧箭鏃 とよばれる形式の鏃である。竪坑上部閉塞の地下式横穴墓 を中心に63

本 と最も多く出土 している。
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Kl～全長15cm前後の比較的大型の圭頭鏃。刃部角の鋭角な鏃は細味で、鈍角な鏃は幅広

の傾向が見 られる。 (61・ 62・ 68・ 69・ 71・ 72・ 82～ 85・ 89・ 99。 105。 108・ 109・

120～ 122・ 132・ 144・ 168・ 169・ 171・ 172・ 180～ 184)

K2～全長10cm前後の中型の圭頭鏃。刃部角は比較的鈍角である。 (8・ 10。 25。 26・ 39

・86・ 87・ 91・ 103・ 104・ 115。 147～ 150,153・ 156。 159,172・ 174)

K3～全長 5 cm前後の小型の圭頭鏃で刃部は比較的鈍角である。 (3・ 6・ 10・ 23,31・

40・ 41・ 55～ 58・ 113)

K4～全長12～ 13cmの鏃で片刃状 に中心が痛 る。 (74・ 154)

長頸鏃 (T類)

竪坑上部閉塞の地下式横穴暮から18本以上出土 してぃる。

Tl～鏃身部が三角形 を呈する長頸鏃。 (145)

T2～鏃身部の関部 が斜関化 を呈する長頸鏃。 (loO・ 134・ 135)

T3～鏃身部の関部 が無関化 を呈する長頸鏃。 (137・ 138。 164。 165。 178)

無頸鏃 (M類)

板石積石室墓、土装墓、羨門閉塞の地下式横穴墓から8本 が出土 してぃる。

Ml～刺が浅い正三角形状の小型の無頸鏃。 (1)

M2～逆刺が若干深めの長三角形状の細長の無頸鏃。 (42・ 43・ 45・ 46・ 49。 50)

M3～砲弾型 を呈する柳葉状の無頸鏃。 (11)

腸決柳葉鏃 (Yr類 )

竪坑上部閉塞の地下式横穴墓からと土羨から1段の逆刺のものが13本、 2段の逆刺のもの

が 1本出土 してぃる。有関のものと無関のものが見 られる。

Yrl～ 逆刺が 1段で山形の関 を有する腸快柳葉鏃。逆刺 が大 きく外 にひらく比較的大型

のタイプと反 りの余 り大 きくない中型のタイプがみられる。 (80。 81・ 94。 110。

111・ 112・ 114・ 124・ 125。 126・ 127)

Yr2～ 逆刺が 1段で無関の腸換柳葉鏃。鏃身長10cm前後の比較的大型の鏃で逆刺が大 き

く外にひらく。 (73・ 151)

Yr3～ 逆刺が 2段で無関の腸狭柳葉鏃。鋒よりふ くらを有 したあと、ほば直線状 に垂下

して斜関を形成する。鏃身長が 7 cmと 長身化 した中型の鏃である。 (18)

腸挟三角鏃 (Ys類 )

土装墓 と羨門閉塞の地下式横穴墓から7本が出土 してぃる。有関 と無関のものが見 られる。
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Ysl～ 鏃身長 4 cm前後の無関の腸挟三角鏃。鏃身部が長三角形 を呈 し、逆刺が外反気味

に開 くタイプと直線的に下がるタイプがみられる。 (22。 24・ 33・ 34・ 35)

Ys2～ 鏃身長 5 cm以上の無関の腸快三角鏃。鏃身部は長三角形 を呈 し、逆刺は直線状に

下 る。 (44)

Ys3～ 鏃身長 5 cm以上の無関の腸快三角鏃。台形状の大型の関 を有 し、鏃身部は長三角

形 を呈する (38)

柳葉鏃 (R類)

土渡墓 と羨門閉塞の地下式横穴墓から9本が出土 している。

Rl～ 刃部先端から鏃身関部 にかけて内湾 しながら緩やかな円弧状 を呈する。関部は不明

瞭で茎 に至る。鏃身長から小型 と大型のものが見 られる。 (5・ 9・ 13)

R2～ 刃部先端から鏃身関部 にかけて内湾 しながら緩やかな円弧状 を呈するが、楕円形に

近い形状の小型鏃である。鏃身関部紋 り気味の撫関である。 (28・ 48)

R3～鋒よりふ くらを有 したあと、ほぼ直線状 に垂下 して斜関 を形成する。鏃身長が 7～

9 cmと 長身化 した比較的大型の鏃である。 (19・ 20・ 21)

R4～鋒よりふ くらを有 したあと、緩やかに茎部 まで至る。 (101)

b.剣 (第 106図 ～第113図 )

総数42本 を数 える。土墳墓 をはじめ羨門閉塞および竪坑上部閉塞の両タイプの地下式横穴

墓から出土 している。

4い Kの は茎胴部 歓 亀 目釘穴が 1つ開缶 7岱 m③ ぎ霰発 を欠 亀 敵 関で

ある。12(S K16)は刃部下半 を欠 く。15(S K26)は 茎のみを欠 く。両角関である。刃部

全長は約30cmを測 る。鋒先に輪の本質部がわずかに残 る。

36(S T lo08)は 茎のみを欠 く。斜角の両関である。刃部全長は約30cmを測 る。関付近に

鞘の木質部がわずかに残 る。

37(S Tloll)は 刃部下半を欠 く。47(S T 1016)は 茎先端 を欠 く。両角関である。51・

52(S T 1018)の うち51は完形。関は角をなさない。目釘穴が 2つ開 く。52は 茎部 を欠 く。

鋒先と関付近 に本質が残 る。51・ 52と も刃部全長22～23cmを測 る。59。 60(S T1022)の う

ち59は 完形で刃部全長おおよそ30cmを測 る。斜角の両関である。60は 刃部下位 を欠 くが刃部

全長は50cmを超す。63(S T lo25)に は鏃 2本 (61・ 62)が銹着 している。茎部 に本質が残

る。64～67(S T 1026)の うち67は 刃部中央 を欠 くが64～66は完形である。64の 刃部全長は
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衡
おおよそ35cmで関は失索 をなさない。鞘の本質部がかなり遺存する。65・ 66は 刃部下位から

関部に向って広がる。斜角の両関である。67は斜角の両関で目釘穴が 1つ開く。関部から茎

部にかけて鹿角製の装具が装着 されている。刃部全長は35cm前後 と推定 される。70(ST

2001)は関部は角の崩れた両関である。日釘穴が 1つ開く。57(S T 2002)は ほとんど輪の

本質部が遺存 しており本体は肉眼では判明しない。木質部には樹皮の付着が見られる。関部

には鹿角製の装具が装着 されている。日釘穴が 1つ 開く。刃部全長は50cmを 超える。79(

2004)に は会J(77)と 刀子 (78)が銹着 している。79は完形で関は角をなさない。輪や茎に

本質部が残る。刃部全長はおおよそ45cmを 測る。78は関部付近から下位を欠く。推定の刃部

全長は20cm以 下である。95(S T 2010)は 刃部全長50cmを超 える。本質は鞘では部分的に、茎に

は全面に残 る。斜角の両関でやや片側に寄る。日釘穴が 1つ開く。106(S T 2012)は 関付近

から下位を欠 く。117・ 118。 119(S T 2013)の うち117は 刃都中ごろを欠く。斜角の片関で

関部には鹿角製の装具が装着 されている。また、茎部の本質部には樹皮の付着が見られる。

目釘穴が 1つ開 く。 刃部全長はおおよそ50cmを 測 るょ 118は完形で関部には鹿角製の装具

が装着 されている。また、茎部の本質部には樹皮の付着が見 られる。 119は 関は角をなさな

い。茎はやや曲る。関から刃部中ごろにかけての輪に本質部が遺存する。一部に本質部には

樹皮の付着が見られる。鋒先は錆のため判明しない。130。 131・ 133・ 136(S T 2014)は い

ずれも完形である。 130は刃部全長がおおよそ50cmで ある。関の周辺は錆のため良く判明で

ないが両関を持つ。 131は 刃部全長約35cmで輪や茎に木質部が遺存する。鞘には本質部には

樹皮の付着が見られる。 133は刃部全長約36～ 37cmで斜角の両関である。 136は 両関を持 ち、

刃部下位から関に向って幅広になる。茎に木質部と目釘 1が遺存する。刃部全長約21cmを測

る。141・ 142(S T 2015)の うち141は 両角関で刃部下位から関に向って幅広になる。茎に

本質部が一部遺存する。刃部全長は約20cmを測る。 142は鋒 を欠く。関は角をなさない。鋒

周辺に鞘の本質部が遺存する。刃部の推定全長は20cm程 になる。157(S T 2020)は 刃部全長

約33cmで 両関を持つ。全体に木質部が追存する。158(S T 2026)は 刃部下位から関にかけて

幅が広がる。日釘穴が 1つ開く。刃部全長約20cmを測る。166・ 167・ 170(S T 2025)は いず

れも錆のため関の形状が不明である。 166は完形で刃部50cm程度である。 167は関から茎を

欠く。推定刃部長は50cmを超える。 170は完形で関は角をなさない。刃部長30cm程 を測る。

179。 186。 187(S T 2027)の うち186・ 187は ほとんど欠損する。 179は完形で刃部は60cm程

の長さを測る。斜角の両関である。
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c.刀 (第 109図・第110図 ・第112図 )

いずれもB地区の竪坑上部閉塞の地下式横穴墓から5本出土 している。76(S T 2004)は

完形で接合の関係か胴部下位 と茎でやや屈曲する。茎尻は隅を弧状に狭 り落としている。関

は直角と思われる。96(S T 2010)は 完形で目釘穴が一つ開く。関は撫角を呈し茎端は曲線

をなす。107(S T 2012)は 完形。刃部全長が20cm弱 と短い。茎には本質部が遺存する。116(

S T 2013)完形で鏃 3(113～ 115)が銹着 している。鞘には本質部が遺存 しており茎は錆が

全面を覆っている。刃部全長は25cm程度である。143(S T 2017)は 鋒 と茎尻を欠く。関は鹿

角製装具が遺存 しており不明だが、直角の片関で関近 くでやや幅広を呈する。

d.箆 傍乳09図・第11咽 )

いずれもB地区の竪坑上部門塞の地下式横穴墓から3本出土 している。90(S T 2007)の

刃部は短い。袋部近 くになると刃部に丸みを持つ。関は撫角で袋部端を欠く。内部に本質が

遺存する。97(S T 2010)は 完形で刃部断面は両飼造 りを呈する。関は斜角を呈する。袋部

は端部に 2ヵ 所に狭 りが入る。内部には木質が遺存する。102(S T 2011)は 完形である。関

は直角を呈しており袋部は端部に 2ヵ 所狭 りが入る。内部には本質が追存する。

c.刀子 (第 109図 。第110図 )

いずれもB地区の竪坑上部閉塞の地下式横穴墓から2本出上 している。77(S T 2007)は

錆のため群細は不明である。刃部の先端と思われる。98(S T 2010)は 刃部幅のある刃子で

ある。茎は端部 を欠 くが鹿角製の装具で覆われている。

(3)玉 (第 106図②)

SK2よ り出上の管玉である。長さ1.2cm、 径0.4cmを波Jる 。1.5cmの 穿孔が見られる。

農

い)紡産車 (第 106図①)

S T 1008よ り出土の石製の紡垂車。径 7.l cm、 厚み 4 Hlm～ 7 Hlmを 測る。中央に441m～ 541m

のやや楕円形の穿孔がある。
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第 2節 歴史時代の遺構 と遺物

A地区を中心に中世から近世の時期の遺構・遺物が検出されている。

A地区北東遺構群                               ぅ

調査区北東部の微高地を中心に中世の時期 と思われる10数条の溝条遺構 と5棟の堪砲建物

(BSl～ BS5)を 検出した。また、周辺には 100本近 くの柱穴も検出されている。南側

はB地区の地下式横穴墓群と一部重なる。遺物も糸切 り底の土師器の部・皿、青磁の碗・蓋、

砥石などが出土 してぃる。

A地区北西遺構群

遷憂彊橿を写∬ Bttξ写遷資屎瞑[憲房と桜憲]ξE戸璽負猥遭違娑昼甘猿ここ携」書會:
遺物も糸切 り底の土師器の郭・皿、青磁の碗、備前の摺り鉢などが出土 してぃる。

A地区南西遺構群

構緊言極憂圏選:驚遭FξF景身逮霙整莫魯建ど電こC逐務 :軽ε甘吾言
「

と:学「 家霧写

されている。遺物は近世陶磁器や石鍋などが出土 してぃる。

B地区遺構群

表土から近世を中心に陶磁器類が出土 している。

1.遺 構

(1)堀立柱建物跡 (SB)

SBl(第 116図) A地 区北東遺構の北側に所在する。柱間 1間 ×3間 の堀立柱建物。建

物規模は桁行 6.lm、 梁行 3.2m、 柱間寸法は桁行 1,6～ 1,8m、 梁行 2.5～ 2.7mを 測る。

主軸方向はN-60生wでぁる。

SB2(第 116図) A地 区北東遺構群の北側に所在し、SBlの東に隣接 して並ぶ。柱間

1間 X3間 の堀立柱建物。建物規模は桁行 4.4～ 4,7m、 梁行 3.2～ 3.4m、 柱間寸法は桁

行 1.0～ 1.3m、 梁行 2.7～ 2.9mを 測る。主軸方向はN-70生Wである。

SB3(第 117図) A地 区北東違構群の南側に所在する。西側は未調査。梁方向に3本、

桁方向に4本の柱穴が検出されている。柱間は桁行 2間、梁行 3間以上の総庇の堀立柱建物。

建て替えが見られる。建物規模は梁行 3.6～ 3.8m、 柱間寸法は桁行 1.4～ 1.6m、 梁行1.4
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第119図  SB6遺 構実測図

～ 1.7mを 測る。主軸方向はN-704Wである。

SB4(第 118図) A地 区北東海騰群の南側に所在 し、SB3の南に隣接 して並ぶ。西側

は未調査。梁方向に3本、桁方向に6本の柱穴が検出されている。住間は桁行 2間 、桁行 3

間以上の堀立柱建物。建て替えが見られる。建物規模は梁行 3.Om、 柱間寸法は桁行 0.9～

1.2m、 梁行 1.0～ 1.2mを 測る。主軸方向はN-73生wでぁる。

SB5(第 118図) A地 区北東遺構群の南側に所在 し、SB4と 切 り合って並ぶ。西側は

未調査。梁方向に柱 3本、桁方向に柱 3本の柱穴が検出されている。柱間は桁行 2間 、梁行

5間以上の堀立柱建物。建て替えが見 られる。建物規模は梁行 3.2m、 柱間寸法は桁行 1.0

～ 1.4m、 梁行 1.3～ 1.4mを 測 る。主軸方向はN-73生Wである。

SB6(第 119図) A地 区西追構群に所在する。柱間 2間 ×3間 の堀立柱建物。柱穴の径

が50～ 60clnと 他の堀建柱建物に比べると大型の柱穴である。建物規模は桁行7.7m、 梁行4.5

m、 柱問寸法は桁行1.3～2.5m、 梁行1,4mを測る。主軸方向はN-75生wでぁる。

SB7 A地 区西自騰群に所在 し、SB6の南に隣接 して並ぶ。柱間 1間 × 2 FHLの朔立柱

建物。建物規模は桁行 4.8m、 梁行 3.2m、 柱間寸法は桁行 1,7～ 2.Om、 梁行 2.5～ 2.6

mを測る。主軸方向はN-75空Wである。
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(2)竪 穴状遺構 (SX)

A地区北西追構群の北西角付近に2基の竪穴状追構が検出されている。
      手

SXl(第 120図)長 軸2.3m、 短軸2.lmのほぼ方形プランを呈する。北東角に床面歩30

cmの所に長さ1.5m、 幅0.5～ 0.6mの 断面台形の溝が堀 り込まれている。また、南壁際にも

0.5× 0,7mの 三角形の堀 り込みが有り竪穴の床面にかけて粘土が流れ込んでいる。検出面か

らの深 さ0.5mを測る。明確な柱穴や遺物は検出されなかった。主軸はN-25生 Eである。

SX2(第 120図) 長軸2.8～ 2.9m、 短軸2.4～ 2.6mの 方形に近いプランを呈する。検出

面からの深 さは10cm以下と浅い。柱穴は20本近 く検出されているが遺構に伴 う柱穴は確認で

きなかった。また遺物の検出もなかった。主軸はN-20生 Eである。

(3)溝状遺構 (SE)
ズ

A地区ゴし東遺構群で10数条、A地区耳ヒ西遺構群で10数条、A地区西追構群で 7条の溝条遺

構が検出されている。A地区北東遺構群では南北方向の溝が多く見られる。また堀立柱建物

(SB3)を囲む溝も見られる。A地区耳ヒ西遺構群では微高地から低地に向って堀 られた排

水用の溝が多く、微高地の際を堀 り込んだ溝 も見られる。溝の中から土師器片
崖押

磁器片が

流れ込んでおり、いずれも中世から近世の溝と思われる。溝は確認面での計測″で幅0.4～

1,Om、 深 さ0.2～ 0.5mと 幅の挟い溝 が多 く見 られる。

2.遺 物

土師器、際磁器、砥石、石鍋 などが出土 している。

(1)土師器 (第 121図 1～ 15、 第122図 21～ 25)

邪 と皿が見 られる。郭は回径1lcm前後、皿は日径 7～ 8釦前後の法量である。 1～ 3、 5、

6、 21～ 23、 25は 糸切 り底の郭。 7、 8、 ■、12、 14、 15は糸切 り底の皿。 9、 13はヘ ラ切

り底の皿。24はヘラ切 り底の部。10は ナデ仕上の皿である。

(2)陶磁器 (第 121図 16～ 18、 第122図 26～ 41、 第123図44～ 53)

青磁、染付、備前焼、薩摩焼が見 られる。 16、 17、 26～ 28、 55は 青磁碗、18は 青磁 の蓋。

29、 30、 34、 43、 53、 54は備前の甕、31～ 33は備前の摺鉢。36、 37は 染付。38～ 41、 44～ 49、

52が薩摩の碗、50が皿、51が蓋である。

(3)石製品 (第123図 42、 第121図 19、 20)

砥石 と石鍋が出土 している。 19、 20は砥石である。42は底部 を欠 く滑石製石鍋でゎる。径

16cmと 小型である。
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第 3章  ま と め

今回調査 した小本原追跡蕨地区は古墳時代の墓地と中世の集落からなる複合追跡である。

特に古墳時代の墓地については、土装墓・板石積石室墓・地下式横穴墓の異なった墓制が混 .

在することが確認され大きな成果を得ることができた。本章ではこれらの墓制についてそれ

ぞれまとめてみたい。

1.板石積石室について

(1)分 類

小木原遺跡蕨地区で検出された板石積石室墓は、平面プランが方形 を呈するタイプ(1類 )

と円形を呈するタイプ (2類)の 2タ イプに分けられる。いずれも石材の長軸を維方向に置

き、石材間の隙間があまり見られない構造である。

1類は lヵ 所の角を丸く弧状に組んだ変形の方形プランを呈するタイプで方形プランから

円形プランヘの過渡期のものとも考えられる。都城盆地北部の香禅寺遺跡でも見 られるが、

その他の地域からは今のところ発見されておらず加久藤盆地から都城盆地の限られた地域で

見られる板石積石室墓と思われる。 2類は加久藤盆地や大口盆地、さらに人吉盆地 などの内

陸部で見られるもので、えびの市の灰塚遺跡で検出された 2基の板石積石室墓もこのタイプ

である。

(2)副葬品

副葬品はきわめて少ない。鉄鏃のみでS1102(2類 )か らは無頸鏃、S1103(2類)か ら

は幅広で小型の柳葉鏃が副葬品として検出されている。このうち無頸鏃は古手のものである

が弥生時代まで遡る程ではないと思われる。また、S1103や S1105の 周辺からは多量の土

師器片が出土している。その出土状況から見て板石積石室墓の供献土器と思われる。検出さ

れた土器のうち高杯は宮崎平野部に系譜の見られるもので宮崎学園都市遺跡群前原南遺跡 9

号住居や新富町川床遺跡15号周溝出土のものに近い。頸部や胴部に刻目突帯を巡 らす大型の

重は鹿児島地方の特徴を持つ成川系の壺で加久藤盆地西部の吉松町永山遺跡10号墓周溝出土

の壺 fこ 近い。いずれも纂留式の時期に相当する土器を伴っており古墳時代前期 (4世紀代)

のものと思われる。また、個体数の多い長頸重のうち器壁の薄いタイプは、近辺地域での資

料の把握はまだ行なっておらず、北部九州で類例がみられる。福岡市西新町追跡D-4住 出

土の壺 と類似する。布留系土器の時期 と対比している。
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(3)群構造

板石積石室墓はA地区に 1類 と2類が混在 して分布する。このうちS1101、 S1102、

S1107、 S1108と S1103～ S1106がそれぞれ等高線にそったグルーブ構成が想定さ

れるが、検出遺構が8基 と少なく群構造を考える良好な状況 とは言えない。また、平面プラ

ンの違いによるグルーブ備成も見られない。板石積石室墓の分布は,ヒ側の削平地域に広がる

と思われる。なお、木崎原氏の調査でも板石積石室墓と思われる石組跡が確認されている。

い 時 期

S1102出 土の無頸鏃は古い様相を持つ。しかし、鉄鏃から時期を判断するには出土数も

少なく時期決定も決め手と成 り得る資料とは言えない。一方、板石積石室墓群内で検出され

た供献土器と思われる土器群のなかには4世紀後半と思われる土器が見られる。また、 1類

の板石積石室墓は方形プランから円形プランヘの過渡期のものと思われることなどから古墳

時代前半 (4世糸己中葉～後半)に あたる。なお、板石積石室墓は、その成立過程から方形プ

ランから円形プランヘの変遷が考えられているが、蕨地区で見 られる両タイプの板石積石室

墓にはさほどの時期差は考えられず同時期に営まれていた可能性もある。

2.上娠墓について

(1)分 類

木棺墓は、長側板 と小口板の両方の溝 を掘 り込んだ組合せ式の木棺墓で小口板が長側板の

内側に入 り込むタイプのものである。このうちSK2は床面近 くまで削平されており断言は

できない力濶 口ヽ板 を掘 り込まないタイプとも考えられる。

一方、本蓋土竣墓は、まず土壌の長軸 (主軸長)か らその規模 を見ると180～ 190cm台 の超

大型クラス、150～ 170cm台 の大型クラス、110～ 140cm台 の中型クラス、90～ 100 cm台 の小型

クラスの上羨に分けられる。また、土墳床面の平面プランでは長方形、隅九長方形、楕円形、

細長の長方形の 4タ イプに分けられる。次に、土羨の断面プランでは壁面を垂直に掘 り込む

方形、掘 り込み面から床面にかけて壁面を袋状に掘 り込む台形、床面から壁面を外に広げて

掘 り込む逆台形のプランに分けられる。

大型の土羨墓には長方形プランで断面方形 (SK7、 10)、 断面台形 (S K16、 30、 46、 49)、隅

丸長方形プランで断面台形 (S K31、 38)の ものが見られる。中型の上墳墓には長方形プラ

ンで断面方形 (SK9、 15、 19、 20、 22、 24～ 27、 36、 41～ 43、 48、 53)、 断面台形 (S K12、

34、 37、 39、 45)、 断面逆台形 (S K14、 21、 29、 44)、 隅九長方形プランで断面台形 (S K40)、

-277-―



断面逆台形 (S K23、 47)の ものが見られる。なお中型の中には土羨確認面の周囲に木蓋用

の掘 り込みを持つものも見 られる (S K34、 36、 45)。 小型の土羨墓には長方形プランで断面

方形 (S K13、 32、 33)、 逆台形 (S K35)、 隅丸長方形プランで断面方形 (S K43)、 断面逆台

形 (S K18)、 楕円形プランで断面逆台形 (S Kll、 28)の ものが見られる。なお、超大型ク

ラスのS K55と S K56、 S K55と 切 り合 うS K54、 さらに 3段掘 り込みの見られるS K57、

斜めに掘 り込んである円形プランの小型のS K58に ついては、掘 り込みや床面の状態が大半

の上墳墓とは異なり土竣墓として扱 うには疑間の残 る遺構である。

(2)副葬品

58基の土装墓のうち約22%に あたる13基 から副葬品が出土 してぃる。 1基あたりの副葬品

の数は約 2本である。副葬品をもつ土墳墓はほとんどが長方形プランで断面が台形ないしは

方形を呈するものである。副葬品は剣や鏃の鉄器類と管玉である。剣は30cm前後の短剣で、

副葬する4基のうち3基が剣 1本のみ副葬する土墳墓である。 (S K13、 S K16、 S K26)

鉄鏃を副葬する土渡墓は 9基で圭頭鏃、柳葉鏃、無頸鏃、腸快鏃で総数22～ 23本 を数える。

鉄鏃のみを副葬する土竣墓は8基で、SKl(圭頭鏃)、 S K28(不 明)、 S K32り,葉鉄)、 SK
38(無頸鏃)では各 1本、S K40(圭 頭鏃+矢柄)では 2本、S K19(柳 葉鏃十圭頭鏃)で
は 3本、SK5(柳 葉鏃十腸狭鏃)では4本、S K48(柳 葉鏃+圭頭鏃+腸狭鏃)で は 8本

を数える。SK5で は剣と鉄鏃 (圭頭鏃と柳葉鏃)の組み合わせがみられる。また、SK2
では管玉 1点 と矢柄片が出土 しており鉄鏃との組み合わせが考えられる。

(3)群構造

土渡墓雰
の軸方向はN-80叱 60堂Wに 14基、N-50生Wに 4基、N-30走 104Wに 7基、

N-lo走304Eに 13基、N-30t60生 Eに 9基、N-65生 Eに 2基、N-15叱 5堂 Eに 6基

と示すようにほぼ全方向に見 られるため主軸方向による群構造の検討は困難である。また、

土羨墓の規模や平面プラン、断面プランによるグループ化 も認められない。分布上の特徴 と

しては木棺墓のSKlと SK2、 SK3と SK4、 SK5と SK6は それぞれ対で分布 して

いると思われる。この傾向は木蓋土羨墓も見 られる。 S K12と S K13、 S K10と S K14、 S

K16と S K49、 S K33と S K46、 S K34と S K36、 S K43と S K44、 S K50と S K51な どが

考えられる。

(4)時 期

何点か出土遺物 に土器が見 られるがいずれも板石積石室墓に伴 う土器群からの流れ込 みと

おもわれる。また、副葬品も鉄鏃 と剣であり時期決定も困難である。鉄鏃の中には弥生時代
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まで遡 るものは見 られない点や地下式横穴墓出土の鉄鏃群の うちA地区の 1類や羨門閉塞の

副葬品の鉄鏃 と近いものも見 られることから4世紀代の土墳墓群 と思われる。 しかし、群の

成立と終焉については明確 な資料は得 られなかった。

3.地下式横穴墓について

(1)分  類

検出された地下式横貞墓は閉塞方法の違いによって羨門閉塞の地下式横穴墓 と竪坑上部閉

塞の地下式横床墓、さらに横日系の竪坑 を持つ地下式横穴墓に分けられる。

横日系の竪坑 を持つ地下式横穴墓 (I類 )

I類―A 横口系の竪坑 を持つ地下式横穴墓で平入 り 。両袖で長方形 もしくは隅丸長方形の

玄室 を持つ。玄室は大型の長方形プラン土墳墓の規模 とほぼ同 じで長軸辺側 (横 )

に入口を持 ち板閉塞である。竪坑から羨道までの幅が一定で、成形 された段 を有 し一

段下 に玄室を造 る。竪坑は小型の半円形や長方形プランを呈する。閉塞溝の有無に

よってさらに/Jヽ 分類 される。

A― a 閉塞溝 を床面に掘 るタイプ (S T 1002、 S T 1003)

A一 b 閉塞溝 を側壁 に掘 るタイプ (S T 1001兆 プラン的 には S T 1002と 類似する。

A― c 閉塞溝 を持たないタイプ (S T 1004、 S T 1005)。 S T 1004は プラン的には S T10

03と 類似する。

I類―B 横口系の竪坑 を持つ地下式横穴墓に類似 しており平入 りで隅九長方形の玄室 を持

つ。羨門は片袖気味に造 られており、長方形プランの竪坑 を持つ。プラン的には S

T1003と 類似する (S T 1006、 S T 1008)。

羨門閉塞の地下式横穴墓 (Ⅲ 類)

Ⅲ類―A 羨門閉塞の地下式横穴墓で平入 り ,両袖 。楕円形プランの玄室 を持つ。玄室 と竪

坑の規模 がほぼ同一で板閉塞の溝 が羨門両壁 に掘 り込んである。 (S T 1007)

Ⅱ類―B 羨門閉塞の地下式横穴墓で平入 り。両袖・隅九方形プランの玄室を持つ。玄室の

天丼はアーチ状 になる。

B― a 竪坑から玄室までの床面がフラットなタイプ (S T 1017兆

B― b 羨道で段 を有 し緩やかな傾斜で玄室に向って下がるタイプ (S T 1012、 S T 1019)。

B― c 竪坑から羨道 にかけて傾斜するタイプ (S T 1021、 S T 1022)。

B一 d B― cの タイプだが竪坑が玄室より大 きい (S T 1018兆

―-279-―



Ⅱ類―C 羨門閉塞の地下式横穴墓で平入 り。両袖・隅丸方形プランの玄室 を持つ。玄室の

天丼が平 らになる。竪坑 から玄室までの床面がフラッ トである。 (S T 1010、 ST

1014、 S T 1016、 S T 2020)。

Ⅱ類―D 羨門閉塞の地下式横朱墓で平入 り 。両袖・円形 ないし楕円形プランのを持つ。玄

室の天丼はアーチ状 になると思われる。羨道部で不成形 な段 が有 り玄室が一段下が

る。 (S T 1011、 S T 1013、 S T 1015、 S T 1020)

Ⅲ類―E 羨門閉塞の地下式横穴墓で平入 り。両袖で長方形 ないし隅丸長方形プランの玄室

を持つ。竪坑 と羨道の幅がほぼ一定である。

E― a 玄室までの床面がフラットなタイプ (S T 1009、 S T 2008、 S T 2011、 S T 2016兆

E― b 竪坑が玄室より低いタイプ (S T 2022兆

Ⅱ類―F 小型の羨門閉塞の地下式横穴墓で竪坑 と玄室の規模 がほぼ同 じ。 (S T 2021)

竪坑上部閉塞の地下式横穴墓 (Ⅲ 類 )

Ⅲ類―A 竪坑上部閉塞の地下式横穴墓で平入 り。両袖 。長方形プランの玄室 を持つ。

(S T 1025、 S T 2002、 S T 2009、 S T 2012、 S T 2013、 S T 2017、 S T 2019)。 こ

の うち、天丼の残 るS T 1025、 S T 2002、 S T 2009の 3基は天丼が屋根型 を呈する。

皿類―B 竪坑上部閉塞の地下式横穴墓で平入 り。両袖 。楕円形プランの玄室 を持つ。

(S T 1024、 S T lo26、 S T 2001、 S T 2003～ S T 2005、 S T 2012、 S T 2014、 S

T2015、 S T 2018、 S T 2024、 R T 2026、 S T 2027-S T 2029)。 S T 1026と S T20

10は 片袖 タイプである。

Ⅲ類―C 竪坑上部閉塞の地下式横穴墓で平入 り。楕円形プランの玄室 を持つ。玄室の天丼

がアーチ状 になる。片袖 に近いタイプである。 (S T 2006、 S T 2013)

皿類―D 竪坑上部閉塞の地下式横穴墓で平入 り・片袖・長方形 ないしは台形プランの玄室

を持つ。玄室の天丼が平造 りとなる。 (S T 2006、 S T 2007、 S T 2023)

(2)副葬品

A地区では26基 の地下式横穴墓の うち約58%に あたる15基 に副葬品が見 られる。この うち、

I類・Ⅱ類の地下式横穴墓では23基のうち13基で見 られる。B地区では29基の うち約65%に

あたる19基で見 られる。この うちⅢ類の地下式横穴墓では23基の うち17基 にあたる。蕨地区

全体ではI類 とⅢ類の29基のうち15基 (約52%XⅢ類の26基のうち19基 (約73%)で見 られ

る。 1基あたりの副葬品の数量はI類とⅡ類で約2.4本 であるのに対してⅢ類で約6.8本 と圧

倒的に多い。
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また、器種別で見ると蕨地区全体では鏃が最も多く71%、 会Jが22%、 刀が 3%、 鉾が2%、

刀子が2%と なる。これをⅢ類とⅢ類の別でみると、コ類では鏃が71%、 剣が29%で刀・鉾

坊:三じ:を夕::i5も岳iょ≧ξ酵機|よ 髯そ書解 著i繁姦:堆ぅこ秩:l含蟹抜標督 :狩とF至つ身

判別できる108点 (Ⅱ 類23点、Ⅲ類85点)に ついてその割合を見ると、圭頭鏃が50%(Ⅲ 類

40%、 Ⅲ類53%)、 無頸鏃が6%(Ⅱ 類28%、 Ⅲ類 0%)、 柳葉鏃が3%(Ⅱ 類12%、 Ⅲ類 0%)、

腸快鏃が16%(Ⅲ 類16%、 Ⅲ類16%X長頸鏃が23%(Ⅱ 類 0%、 皿類29%)、 その他 2%(Ⅱ

類 0%、 Ⅲ類 2%)と 言う結果が出た。この結果から見るとⅡ類 。Ⅲ類とも割合の最も多い

鉄鏃は圭頭鏃で50%前後を占めている。次に、Ⅲ類では無頸鏃の比率が多く柳葉鏃や腸狭鏃

も見られる。一方、皿類では圭頭鏃のつぎに長頸鏃が多く腸狭鏃を含めた3種類でほとんど

を占める。Ⅲ類で見 られた無頸鏃や柳葉鏃は全 く含まれていない。

次に、副葬品の組み合わせを見ると、Ⅱ類では鉄鏃のみ (4基)や剣のみ (5基)な ど 1

種類の鉄器を副葬するものが多く見られる。その他、鉄鏃と剣 (2基 )、 鉄鏃と鉾 (1基)な

ど2種類の鉄器を副葬するものも見られる。一方、Ⅲ類では鉄鏃のみ (5基)や剣のみ (2

基)の ものも見られるが、鉄鏃と剣との組み合わせが 9基 と最も多い。鉄鏃と刀との組み合

わせは 1基 と少ない。また、鉄鏃・剣・刀 (2基)の組み合わせ。鉄鏃・刀・
七

(1基)の

組み合わせ。鉄鏃・剣・刀・刀子・鉾 (1基)の組み合わせなど多種類の副葬移孔 られる。

(3)群構造

まず、地下式横穴墓の主軸方向について見ると、皿類の分布に規則性が見られる。A地区

・B地区ともN-30生Wか らN-20生 Eに かけての磁北を中心とした約50の 幅に集中してい

る。つまりA地区では北側が微高地になっているため低位に竪坑 を掘 り込み高位方向に玄室

を造る。一方、B地区では南側が微高地となっているため高位に竪坑を掘 り込み低位方向に

玄室を造る構造となっている。

Ⅱ類ではⅢ類で見られる様な主軸方向に規則性は見られないが、A地区では磁北を中心に

N-50生wか らN-50生Eの間の約 100°の幅に主軸方向を持つものが多く見られる。地形的

には標高の低い方に竪坑を掘 り込み標高の高い方向に玄室を造る形となる。B地区では 6基

のうちそれぞれ 2基づつが西方向 (w-0生 N～W-10生 N)、 東方向 (E-20生W～ E-10°

一 S)、 北方向 (N-0生w～ N-20生w)に主軸方向を持つ。

次に分布状況を見ると、A地区ではⅡ類の地下式横穴墓に3つ のグループ化が見られる。

第 1グループは北西遺構群の西側にS T 1010～ S T 1012、 S T 1001～ S T 1005、 S T 1007の
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9基が属するがグループの東側にI類の地下式横穴墓 6基 (S T 1001～ S T 1005、 S T 1007)

が集中する。また、 I類の分布のなかでS T loo3と S T 1004、 S T 1002と S T 1001と いった

組み合わせで同型の地下式横穴墓がそれぞれ隣接する。第 2グループは東側にS T 1013～ S

T1018、 S T 1006、 S T 1008、 S T 1009の 9基が属する。グループ内に並列する形で I類の

地下式横穴墓 2基 (S T 1006と S T 1008)が 混在する。また、Ⅱ類の地下式横穴墓の中にも

S T 1016と S T 1017が向い合って隣接 しておりおそらく同一の盛土を共有していたと思われ

る。遺構群の南側に分布する第 3グループにはS T 1019～ s T 1022の 4基力巧属する。 4基と

もⅡ類の地下式横穴墓で主軸を】ヒ方向にする。

B地区ではⅡ類とⅢ類の地下式横穴墓が混在するがⅢ類が主軸をほぼ北を向くのに対 して、

Ⅱ類は遺構群の東側に固まっており主軸も北、東、西と3方向に持つことなどからⅡ類のグ

ループとは別のグループと思われる。一方、皿類の分布のなかではⅢ類―CやⅢ類一Dが東

側に見られるが皿類―AやⅢ類―Bは全体に分布する。これを鉄鏃の組み合わせで見ると、

土頭鏃のみのものが遺構全域で見られるが、腸挟鏃だけのもの、腸狭鏃 と圭頭鏃の組み合

わせのもの、さらには圭頭鏃と長頸鏃の組み合わせのものは東側にしか見られない。長頸鏃

のみのS T 2029は 遺構群の西端に見られる。西側については木掘の地下式横穴墓も多く分布

の状況については明確ではない。東側については全体的な群構造の状況は判断し難いがST
2029と S T 2019、 S T 2004と S T 2005、 S T 2007と S T 2006な ど地下式横穴墓の構造や副葬

品の組み合わせの類似する2基から3基の一群が数箇所に見られる。

14)時 期

地下式横穴墓の時期の判定には玄室上部や竪坑および周辺出土の土器や副葬品の鉄鏃がキ

ーワー ドになる。

地下式横穴墓関連出上の土器にはS T lo01の 高堺 (第 105図 52)、 S T 1003の 長頸壼 (第 10

4図 39)、 S T 1007の 長頸重 (第 104図 37)、 S T 1015の 壷 (第 101図 8・ 第 102図 17)。 高FTh

(第 105図 56・ 57)が ある。これら土器から地下式横穴墓の時期 を判断すると、S T 1001・

S T 1003・ S T 1007出 土の土器が板石積石室墓周辺の上器群と類似 しており板石積石室墓と

そ量曇摯三角:を二み兵§身と長糧≡轡念蟄概掻茉〒再営;:宣 :揖ffどと写蝦与こli通

相が見 られ、 4世紀後半の時期 に相当すると思われる。 S T1015出土の土器群の中には、か

なり深 い郭部 を持つ高部や比較的 とがり気味の九底 を持つ重など5世紀代の様相 を持つ土器

が見 られる。
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副葬される鉄鏃から地下式様穴墓の時期を判断すると、A地区では無頸鏃と小型の腸快鏃

を副葬する羨門閉塞の地下式横穴墓の一群 (a群)がある。B地区では竪坑上部閉塞の地下

式横穴墓の中に長めの腸狭鏃と中型の圭頭鏃を副葬する一群 (b群 )、 小型の圭頭鏃と中型の

圭頭鏃を副葬する一群 (c群 )、 中型の圭頭鏃 と長頸鏃を副葬する一群 (d群 )、 さらに長頸鏃

のみを副葬する一群 (e群)等がある。副葬 されている鉄鏃の組み合わせからa群→c群・

b群→d群→ e群 という変遷も考えられる。

4.康地区における古墳時代墓制について

土竣墓は縄文時代から見られるごく一般的な墓制、板石積石室墓は 4～ 5世紀に態本県南

部の球磨川流域以南から鹿児島県北部の川内川流域以北に分布する特異な墓制、また、地下

式横穴墓も5世紀後半から6世紀代に宮崎県中央部の一ツ瀬川流域以南から鹿児島県東部の

大隅地方の一部に見られる特異な墓制である。小木原追跡の位置する加久藤盆地は前方後円

墳や横穴の分布は見られないが、板石積石室墓分布圏の東限であり、また地下式横穴墓分布

圏の西限として両墓制が共存する地域 として注目されている。しかし、これまで、両墓制が

同一追跡から発見された例は少なく、今回の小木原遺跡蕨地区での発見は両墓制の研究に良

好な資料と言える。しかも、土墳墓も混在 して発見されており弥生時代から古墳時代にかけ

ての墓制を考える上で重要な資料である。しかし、副葬品が鉄器のみであり、土羨墓や板石

積石室墓の中には副葬品を持たないものも多く見られることなど時期判定が困難である。

A地区に分布する土羨墓群の時期は副葬品の中に弥生時代に見られる古手の鉄鏃が見られ

ないことから古墳時代前期 (4世紀)の ものと思われる。

A地区に分布する板石積石室墓群の時期は供献土器や無頸鏃 (S1103)、 方形プランと円

形プランの混在、円形プランヘの移行期をうかがわせる方形プランの存在などから古墳時代

前期 (4世紀中葉)の ものと思われる。

A地区とB地区に分布する地下式横穴墓群のうち、A地区では羨門閉塞 (Ⅱ 類)の タイプ

魁身テイ 短 癖 針 i餓 〉手手と悠 銃 品 蘇 甘墓 縄 穏 駁 範 鍵 駆 亀

頸鏃のほか小型の腸狭鏃や柳葉鏃が見られる一方長頸鏃や中型の圭頭鏃が全 く見られない

ことや第 2グループ内の S T 1015号 出土の土器の時期などから古墳時代中期後半 (5世紀後

半)に形成されはじめたと思われる。一方、 I類のタイプは出土土器が板石積石室墓群の供

献土器に類似するが若干新 しい様相を合せ持っている点や鉄鏃に同じA地区のⅡ類の地下式
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横穴墓群に副葬される鉄鏃と極端な違いが認められないことなどから古墳時代前期後半 (4

世紀後半)に は成立していたものと思われる。

B地区に分布する竪坑上部閉塞 (Ⅲ類)の地下式横穴墓群はB地区全域に分布 しており、

無頸鏃のほか小型の腸狭鏃や柳葉鏃などA地区のⅡ類の地下式横穴墓群で見られる鉄鏃が全

く副葬 されていないことからA地区のⅡ類の地下式横穴墓群より若干新しい様相が考えられ

る。また、副葬品の中に長頸鏃や中型の圭頭鏃、さらに大型の腸狭鏃が見られることからB

地区の竪坑上部閉塞の地下式横穴墓群は古墳時代中期後半から後期前半 (5世紀終末から6

世糸己)に形成されたものと思われる。

以上、各墓制とそれぞれの分布域の時期設定を行なってみたが蕨地区A・ B地区における

墓域の変遷としては 4世紀代を通じてA地区において土竣墓群が形成される。その中葉には

土装墓群内に板石積石室墓が導入されるが墓群の形成は短期間で終了する。A地区の墓制は

土袋墓群や板石積石室墓群に代わって4世糸己後半には横口系の竪坑を持つ I類の地下式横穴

墓が形成される。その後、5世紀後半になると土竣墓群や板石積石室墓群の南側にⅡ類の地下

式横穴墓群が形成され墓域はさらにA地区の南へと延びていく。そして一部はB地区の東側

にもⅡ類の地下式横穴墓群が形成される。そして 5世糸己末から6世紀後半 にかけてB地区と

A地区の南端の一部にⅢ類の地下式横穴墓群が形成される。その中でB地区の墓域は東側か

ら西側 に形成されていく傾向が見られる。

小木原地下式横穴墓群では墓域の西部に小木原 1号地下式 (5世紀後半)・ 刈ヽ本原 3号地

下式 (5世糸己後半～末)。 刈ヽ木原古墳 (5世紀末～ 6世紀初頭)な ど首長クラスの墓が分布

する支群がある。蕨地区は墓群域の東端にあたり、副葬品から見ても現段階では有力家長父

クラスの突出の見られない均質的な群集墓としての位置付けができることから、墓群西部の

首長墓クラスを擁する支群とは別の蕨支群の形成も考えられる。小木原地下式横穴墓群の南

には 6世紀前半を中心とする馬頭地下式横穴墓群 と6世糸己中頃を中心とする久見迫地下式横

穴墓群が分布 しており小木原地下式横穴墓群→,焉頭地下式横穴墓群→久見迫地下式横穴墓群

という墓群の成立過程の変遷がうかがわれる。

5.お わりに

今回の報告で「横日系の竪坑を持つ地下式横穴墓」 として取上げた墓制は、概要報告では

長方形もしくは隅九長方形の土崚の長軸辺側 に長方形や半円形の横口をもつ遺構 を仮称では

あるが「横日式土壊」とした。いわいる福岡平野を中心に弥生時代中期後半から後期前半の
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カメ棺墓の中に見 られる「横口式上壌」 との関連が考 えられたからである。 しかし、基本的

には地下式横穴墓の構造 を有 しており、福岡平野 を中心に見 られる「横田式土竣」 と名称の

混乱 を避 けるため本報告では「横口系の竪坑 を持つ地下式横穴墓」 として地下式横穴墓の一

形式 とした。この地下式横穴墓は玄室の形式が大型の長方形 プランの土墳墓 と同規模である

点。玄室より上段 に設けた竪坑は玄室の後に掘 り込んである点。玄室床面のレベルが他の地

下式横穴墓より浅 く土羨墓の床面と同レベルである点。玄室内の埋土中に天丼部の落込みと

思われる土塊や層が見 られず天丼部の板蓋閉塞も考 えられる点などから羨門閉塞や竪坑上部

閉塞の地下式横穴墓 とは別の一形式 とした。 しかし、地下式横穴墓の祖元と考えるにはあま

りにも早急で、資料的に貧弱である。現段階では、熊本地方 に源流の見 られる板石積石室墓

の分布圏に加久藤盆地が含まれるように、】ヒ部九州 に見 られる「横口式土墳」、「九州型横

穴式石室」、「竪穴系横口式石室」や熊本地方に見 られる「月巴後型横穴式石室」などの影響

を受けた地域的な墓制 と考えたい。さらに、この「横日系の竪坑 を持つ地下式横穴墓」は乙

益重隆氏の地下式横穴墓分類のなかの「大隅半島や大口盆地 にしばしば見 られる退化 した形

態」 として捉 えられているV型 のタイプと類似点 も見 られることから従来の分類の範疇には

いる可能性も残 している。また、出土 した高杯や長頸壺 などからこのタイプの時期設定 をし

だが、その出土状況 について流れ込みの可能性 も十分に考 えられることから、今後、類例の

資料の増加 を待ってこのタイプの位置付けと時期設定 を考 えてみたい。
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表 5 板石積石室墓 (SI)一覧表

聴 プラ ン
規  模 (cm)

使 用 石 材 石材板数 主   軸

出土品
備 考

長軸 短 軸 深  さ 鉄  鏃

円形 ?

円 形 長軸縦置 き ユ

円 形 長軸縦置 き 14 1

長方形 長軸縦置 き(?) 13^-14 N-80° 一W

方 形 長軸縦置 き 13～ 14

円形 ? 長軸縦置 き

方  形

方  形

表 6 土娠墓 (sK)一覧表(1)

陥 種   類 プ ラ ン 主   軸

規  模 (cm) 副  葬  品
備        考

(仮番号 )
長軸 短 軸 深  さ 鏃 その他

1 木 棺 墓 長 方 形 N-25° 一W 1

2 N-62° 一W 1 管玉

3 N-24° 一E

4 N-17° 一E

5 N-16° 一W 15 4 土師器 ?

6 N-23° 一W

7 本蓋土壌墓 長 方 形 N-30° 一W (58) 2 l 1)

8 隅九長方形 N-40° 一E

長 方 形 N-15° 一E

10 N-80° 一W

11 楕  円 形 N-35° 一E

長 方 形 N-72° 一W

長 方 形 N-75° 一W 104

N-82° 一W

長 方 形 N-77° 一E

N-14° 一E 70 ユ

N-75° 一E

隅 丸長方形 N-48° 一W (47～ 63)

長 方 形 N-11° 一E 3

N-67° 一W

N-7° 一E

N-27° 一E
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表 7 土墳墓 (sK)一覧表(2)

聴 種   種 プ ラ ン 主   軸

規 模 (cln) 冒U 葬  品
備       考

(仮番号)
長軸 短 軸 深  さ 鏃 その他

本蓋土羨墓 隅丸長方形 N-67° 一W (23)

長 方 形 N-19° 一E

N-72° 一W 128 1

N-9° 一w

長 方 形 N-22° 一E

袴 円 形 N-65° 一E 1 (32)

長 方 形 N-45° 一W 48

長 方 形 N-54° 一E 88

隅九長方形 N-53° 一W

長 方 形 N-50° 一E l

長 方 形 N-64° 一E

N-85° 一E 木蓋用堀り込み有     (■ )

長 方 形 N-75° 一W

長 方 形 N-47° 一E 木蓋用堀り込み有     (43)
長 方 形 N-11° 一E

隅九長方形 N-6ぽ ―W ユ

長 方 形 N-50° 一E 本蓋用掘り込み有     (44)
40 隅九長方形 N-76° 一E 1～ 2

41 長 方 形 N-25° 一E (1201 1

N-33° 一E

隅九長方形 N-80° 一W

長 方 形 N―-13° 一E

N-60° 一w

長 方 形 N-40° 一E 77

隅丸長方形 N-78° 一E

長 方 形 N-63° 一W 8^-9

N-16° 一E 146

(N-1ざ―E)

(N-2ざ―E)

N-49° 一w

長 方 形 N-33° 一E

隅九長方形 N-80° 一E

MBI長 長方形 N-75° 一W

N-32° 一W

惰 円 形 N-20° 一W 164 (20～ 50)

円 形
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地
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地
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天
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Ⅲ
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表10 刀子、剣、刀、鉾一覧表(1)

面

　

号

図

　

番

遺 構 名 種 類 全  長

刃 柄 部 及 茎 部

備 考

長  さ 幅 厚 さ 長   さ 幅 厚 さ

4 SK7 (239) (201) 05
柄

茎 20 04

7 S K16 (263) (205)
柄

茎 (10)

S K26 (308) 27 8 24 お丙
革 (12Ⅲ 20 0 5

S K49 (150) (150)

S T 1008 (319) 26 6 31 07
柄
茎

`R3)
1 9 04

S T 1011 0 (218) 27

S T 1016 (430) 32 07 柄 (25)
茎 (66)

(31)
18

(20)
0 5

S T 1023 29 7 20 5
柄

革 0 5

S T 1023 (252) 23 3 柄

`21
r07】

S T 1020 24 5
柄

要 10 03

S T 1022 40 2
柄

茎 1 7 04

S T1022 (493) (493) 34
柄

交

S T1025 70 8 55 0 07
柄 158
支

1 9

S T 1026 47 5 35 9 03
柄

S T 1026 (225) 188 柄
喜

`R7ヽ
S T 1026 (285)

柄

菫
1 6

S T 1026 (437) (332)
柄 76
革 (lo 5)

40
l rD

1 2

S T 2001 51 0 40 7 柄 (82)
菫 lo 3

28 04

S T 2002 69 3 53 8 柄 (70) (23)
05

S T 2004 直 刀 68 0 28 07 柄 (11)

茎 148 06

S T 2004 14 5 1 7 04
柄 (18)
糞

1 3

04

S T 2004 刀 子 (56) (56)
柄

支

S T 2004 54 4 43 37 07 イ丙
]R 07

S T 2007 直 刀 39 3 30 6
柄 (93)
事 A7

52 (29)
05

S T 2007 鉾 22 イ丙
茎 166 27

S T 2010 55 4
イ丙
革 107 1 7 06

鹿角 :長 さ(14)幅 38 厚 さ 27
木管 :長 ヽ 11 幅 22 厚 卜 11

S T 2010 直 刀 85 0 71 2 31 オ丙
事 146 22 07

S T 2010 鉾 41 6 23 7 0 7
オ丙

S T 2010 刀子 20 05
柄

華
23 1 8

03

S T 2011 鉾 31 2 14 7
柄

支
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表11 刀子、剣、刀、鉾一覧表(2)

図面

番号

進 構 名 種 類 全  長

刃 部 柄 部 及 茎 部

備 考

長  さ 幅 厚 さ 長   さ 幅 厚 さ

S T 2012 (331) 33 1
柄

棄

S T 2012 直 刀 25 5
柄
茎

25 1 5

05

S T 2013 35 9 25 1 27 柄 20
茎 107

S T 2013 62.4 49 0 35 和

茎 134
鹿角部分 :長 さ 14 幅 39 厚さ 26
本質 ク :長 さ118 幅 30 厚さ 19

S T 2013 73 4 55 9
柄

彗
胞角部分

木質部 分

厚
厚

鴨
幅

長
長

S T 2013 55 2 47 0 柄 5_6
茎 128

35
20

S T 2014 59,3 48 8 35
茎 115

S T 2014 40.8 33 5
柄
茎

45
11

18
02

S T 2014 42.0 36 2 柄
茎 (59)

S T 2014 27.1 210
柄

支
11

S T 2015 24 4 195 r円

茎 49

S T 2015 (237) (176) 2.4
柄
茎

25
21

11
05

S T 2017 72.8 62 9 10
柄
茎

34

S T 2018 18
柄

室

S T 2020 (385) 33 4
柄

窯
(40)
(51)

35
18

17
07

S T 2026 (252) (196)
茎 56 27 1 0

S T 2025 58.6 49 6 31
柄
茎

20
1 5

S T 2025 (48 1) (481) 27 05
柄

菫

S T 2025 42 2 31 2 柄
茎 110

S T 2027 70 3 59 0 07
柄

茎 113
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表12 鉄鏃一覧表(1)

面

　

白一

図

　

番
遺 構 名 鉄鏃形式 全長 (cm)

鏃 身 頸 部 茎 矢柄

径

重 さ

(9)

備 考

長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

1 S1102 Ml 31 31 21 3

2 S l 102 (25) (25) (1)

3 S1103 K3 35 2 5

5 SK7 Rl 17

6 SK7 K3 2 1 5 5

8 S K19 K2 (19) 0 3 06 H0

9 S K19 Rl 37 16 0 2 05

S K19 K3 51 25 1 8 06 05 55

11 S K38 M3 24 01 11 8

13 S K32 Rl 6 ユ 03 36 115

S K28 (70) (31) 06 (100)

S K40 (110) 7 5 (35) (06) (04) 11 (2251

17 S K40 (48) 29 (135)

SK5 Yr3 120 07 36 0 頸部 不明

19 SK5 R3 123 (05) (05) 140

SK5 R3 (82) 82 (110)

SK5 (91)

S K48 Ysl (77) (43) (25) 10 09 0 45 (120)

S K48 K3 06 8 0

S K48 Ysl (49) 43 1 4
重 さ、別個体

付着

S K48 K2 5 2 26 115

S K48 K2 3 2 06 05

S K48 K3 33 05 9 0

S K48 (50) 47 (06) (80)

S K48 (60) (31) 02 06 05 (60)

S K48 (52) 05 05 (35) 軸だけ

SKl K3 06 03 60

SK2 Ysl (35) (20)

S T 1003 Ysl (59) 0 3 1 0 1 9 06 (85) 着

さ

付

重

石

S T 1003 Ysl (33) 07 1 6 05 (80)
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表13 鉄鉄一覧表(2)

図面

番号

達 構 名 鉄鏃形式 全   長

鏃 身 頸 部 茎 部 矢柄

径

重 き 備 考
長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

S T 1003 11 05 1 3 04

S T10H Ys3 13 0 0 5 22 0 関部幅 22

S T 1012 K2 33 06 04 26 5

40 S T1014 K3 1 9 04 06 (100

S T 1014 K3 (30) (30) 1 9 (30)

S T 1015 M2 73 1 2 180

S T1015 M2 74 74 21 21 0

44 S T1015 Ys2 (74) (55) 27 (100)

S T 1015 M2 70 70 115

S T 1015 M2 64 03 1 0 115

S T1017 R2 (61) (61) (10)

S T1017 M2 (71) 7 1 25 05

S T1017 M2 (68) 21

S T 1019 Kl (155) 116 11 11 (400)

S T 1020 K3 1 0 (185) 石付着

S T1020 K3 21 04 10 石付着

S T 1020 K3 22 04 10 11 0

S T 1020 K3 06 04

S T 1025 Kl (170) 12 0

S T 1025 Kl (183) 123 40 1 5

S T 2001 Kl 15 1 11 2 (40) 10

S T 2001 Kl 147 110 07 (389)

71 S T 2001 Kl (108) 108 (40) (05) (200

S T 2002 Kl 154 118 (07) 11

S T 2002 Yr3 16 4 19 1 2 74 07 (395) 関部幅 18

S T 2002 K4 (138) (1001 37 07 (395)

S T 2002 Yrl (95) 05 22 1 2 (2401 関部幅 16

S T 2002 Yr」 1 9 11 (05) (46) 11 30 0

S T 2002 Kl 16 2 113 (36) 05 49 05 11 510

S T 2002 Kl 1) (60) (28) 06 35 07 05 10 (513) 関部幅 15
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表14 鉄鏃一覧表(3)

図面

番号

遺 構 名 鉄鏃形式 全 長

鏃 身 頸 部 茎 矢柄

径

重 さ 傭 考
長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

84 S T 2004 Kl 15 1 107 07 05 11 (513)

S T 2004 157 109 0 5 06 (513)

S T 2003 K2 9 7 74 04 10 (275)

S T 2003 (120) 04 1 2 (275)

S T 2007 Kl 190 11 0 40 74 11 520

91 S T 2007 K2 159 11 21 5

S T 2007 K2 169 0 35 11 0 11 21 5

S T 20o7 (155) (75) (30) 0 14 11 (290)

S T 2009 Yrユ 10 6 67 0 35 11 17 5 関部幅 14

S T 2010 Kl 16 5 11 7 11 47 5

S T 2010 T2 13 7 13 11 17.0

S T 2010 R4 110 1 4 生 ユ 11 150

S T2011 K2 (122) (64) 1 0 (322)

S T 2011 K2 13 5 10 0 0 4 10 (322)

S T 2011 Kl 14 8 87 04 43 04 1 0 31 0

S T 2012 K] 17 1 12 2 65 0

S T2012 Kl (146) 16 0 3 7 (39) 1,1 (490

S T 2012 Yrl (85) 16 21 07 (16) (135) 関部幅 12

111 S T 2012 Yrl 168 13 0 1 0 05 66 5 関部幅 21

112 S T 2012 Yrl (125) 120 18 1 0 (19) 04 (425) 関部幅 14

S T 2013 K3 (58) (58) (22) 04

S T 2013 Yrl (92) 23 18 05 関部幅 14

S T 2013 K2 115 70 11

S T 2013 Kユ 148 123 04 2 5 67 5

121 S T 2013 Kl 193 14 5 47 05 46 0,7 11 94 0

S T 2013 Kl 126 10 5 0 6 (21) 10 45 5

S T2013 (92) (45) (07) 47 0 5 (100)

S T 2013 Yrl (107) 92 23 06 13 (15) (301) 関部幅 16

S T 2013 Yrl 12 3 71 21 20 54 10 23 0 関音[幅 1 3

S T2013 Yrl (98) 24 1 5 1 0 (10) (2101 関部幅 16
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表15鉄鉄一覧表(4)

図面

番号

遺 構 名 鉄 鏃形式 全   長

鏃 身 頸 部 茎 矢柄

径

重 さ 備 考

長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

S T 2013 Yrl 12 9 6 2 21 20 1 1 29 0 関部幅 15

S T 2013 (74) (33) (13) (05) 31 05 05 11 (140)

S T 2013 (46) (46) 06 (50)

S T 2014 Kl 179 134 07 11 78 0

S T 2014 T2 11 9 1 4 54 15 5

S T 2014 T2 23 1 7 04 43 24 5

S T 2014 T3 126 10 03 54 20 0

S T 2014 T3 1ユ 04 24 11 18 0

S T 2014 (54) (06) (10) (95)

S T 2014 律 1) (05) (10) (85)

S T 2017 Kl 147 9 4 04 53 05 29 0

S T 2017 Tユ (150) 03 (81) (315)

S T 2018 K2 (24) 03 155

S T 2018 K2 (73) 03 (07) 04 (155)

S T 2018 K2 53 23 04 130

S T 2018 K2 115 04 11 28 5

S T 2019 Yr2 (845) (37) 04 (215)

S T 2019 (122) (29) 05 07 (215)

S T 2019 K2 (69) (06) (260)

S T 2019 K4 1)

S T 2018 K2 (68) (68) 23 (135)

S T 2018 K2 (38) 17 0 5 (135)

S T 2026 K2 11 0 04 1 1 200

S T 2026 (66) 1 5 1 2 03 1 9 07 (32) (04) (90)

S T 2026 (64) 1 3 03

164-1 S T 2029 T3 18 1 1 0 07 1 0

S T 2029 T3 19 7 11 04 14 5 41 1 0

164-3 S T 2029 T3 (16.8) (16) 1 0 03 10 3 07 05

164-4 S T 2029 T3 (97) (57) 04

164-5 S T 2029 T3 (170) (135) 07 04 11
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表16 鉄鏃一覧表(5)

図面

番号

遺 構 名 鉄鏃形式 全   身

鏃 身 頸 部 茎 矢柄

径

重 さ 備 考

長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

164-6 S T 2029 T3 (175) (131) 1 0 05 09

165-1 S T 2029 T3 (16_5) 1 5 06

165-2 S T 2029 T3 1)

165-3 S T 2029 T3 153 2 7 7 2 04 03 09

S T 2025 Kl (120) (120) 4 2 (525)

S T 2025 Kl (101) (101) (07) (615)

S T 2025 Kl (135) 03 07 0 6

S T 2025 Kl (87) (87) 3 5 05

S T 2025 K2 105 7 4 04 05 10 23 5

S T 2025 K2 78 73 26 04 05 09 21 0

175 S T 2025 (95) (51) D 04 06 04 (190)

S T 2025 (57) (57) (19) 04 (105)

177 S T 2025 (135) (71) 05 06 (315)

S T 2025 T3 (66) (23) 09 06 (115)

S T 2027 Kl 157 113 05 1 0 64 5

S T 2027 Kl (134) (134) (5611

S T 2027 Kl 16 5 12 2 43 0 5 05 1 0 78_5

S T 2027 K] 18 9 ■ 0 77 11 62 0

S T 2028 Kl (86) (86) (200

S T 2028 (67) (21) 0 0 11 (115)

―-297-―
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土

器
観

察
表

(1
)

１ ｌ ω Φ ∞ １ １

図
面

番
号

遺
物

番
号

遵
構

名
器

種
器

部
文

様
お

よ
び

調
整

焼
成

色
調

土
傭

考
面

内
面

面
内

面

1
〓 笠

醒 ～ 脚

口
縁

…
ナ
デ

頸
部

…
ハ

ケ
メ

胴
部

…
風
化

ナ
デ

良
好

淡
橙

(5
Y 
R8
/4
)

黄
橙

(1
0Y
 R
8/
6)

浅
黄
橙

(1
0Y
 R
8/
4)

白
・
茶
 
透
明

な
粒

を
合

む

l 
mm
内

の
粒

を
多

く
合

む

2
脚 ～ 螂

ナ
デ

?
風
化

の
為
調
整
不
明

淡
黄

(2
5Y
8/
3)

橙
(5
YR
7/
8)

橙
(7
 5
Y 
R7
/6
)

自
・
茶
 
透

明
な
粒

を
含

む
2～

lm
m大

の
粒

を
合

む
l 
ml
n内

の
砂
粒

力
多

く
含

む
底

部
…

黒
斑

3

口
縁 ∫

胴
部

口
縁

…
風

化

胴
部

…
工

具
に

よ
る

ナ
デ

ナ
デ

橙
(7
.5
Y 
R7
/6
)

に
ぶ
い
橙

(7
 5
Y 
R7
/3
)

浅
黄

橙
(7
.5
Y 
R3
/3
)

ガ
ラ
ス
質
の
も
の・

黒
く
光
る
も
の
少
量
合

む
、
05
～

2Ⅲ
前

資
の
仄
 
茶
・
黒
色
の

砂
粒
多
く
合
む
、

3剛
犬
少

含々
む

4
唯 ～ 脚

風
化

、
一

部
に

ハ
ケ

メ
の

跡
力
減

る
風

化
の

為
調

整
不

明

に
ぶ

い
責

(2
5Y
6/
3)

暗
仄

黄
(2
5Y
5/
2)

黒
  

褐
(2
5Y
3/
1)

に
ぶ

い
黄
橙

(1
0Y
 R
6/
4)

3 
mm
大

の
粒

を
含

む
白
・
茶
・
透

明
な
粒

を
含

む
0 
5D
In
内

の
粒

を
多

く
合

む

5
離 ～ 螂

口
縁

…
ヨ
ヨ
ナ
デ

頸
部

…
ナ
デ

口
縁

…
ナ

デ
に
ぶ

い
黄
橙

(1
0Y
 R
7/
4)

に
ぶ

い
黄
橙

(1
0Y
 R
7/
4)

1～
3阿

程
の

白
・

茶
す
灰

・

黒
等

の
砂

粒
を
合

む
、
黒

く
輝

く
粒
 

透
明

に
光

る
粒

を
合

む

6
嘘 ～ 螂

日
縁
 
ヨ
コ
ナ
デ

頸
部

…
風
化

風
化

の
為

調
整

不
明

に
ぶ

い
橙

(7
 5
Y 
R7
/4
)

黄
橙

(1
0Y
 R
8/
6)

浅
黄
橙
 (
7 
5Y
 R
8/
4)

橙
(5
YR
7/
8)

2m
m大

の
粒

・
l 
nn
大

の
粒

を
含

む
、透

明
な
粒

を
合

む
、

0 
5m
m内

の
粒

を
多

く
含

む

7
醒 ～ 郵

口
縁

…
ナ
デ

頸
部

…
板
状

の
も
の

に
よ

る
ナ
デ

ナ
デ

1夫
黄

橙
(1
0Y
 R
8/
4)

浅
責
橙
 (
10
Y 
R8
/4
)

透
明

な
粒

を
含

む

ユ
mm
内

の
粒

を
多

く
含

む

嘘 ～ 螂
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、

ナ
デ

に
ぶ

い
赤
褐

(5
Y 
R5
/4
)

橙
(5
Y 
R6
/6
)

灰
黄
褐

(1
0Y
 R
5/
2)

黒
く
光

る
も
の

を
合

む
、

ガ
ラ
ス
質
の
も
の
を
多

く
含

む
、

砂
粒
少

々
含

tl
・

口
rf
a

ヨ
ヨ
ナ
デ

ハ
ケ

ロ
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

に
ぶ

い
黄
橙

(1
0Y
 R
7/
4)

に
な

い
黄
橙

(1
0Y
 R
7/
4)

1～
3 
m 
ll
の
白
・
黒
 
茶

の
砂
粒

、
透
明
で
光

る
も
の
、

黒
で
光

る
砂
粒

も
含

む

10
口

縁

ヨ
コ
ナ
デ

タ
テ
方
向
の
ハ

ケ
ロ

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
方

向
の
ハ

ケ
ロ

に
ぶ

い
黄
橙

(1
0Y
 R
6/
4)

に
ぶ

い
黄
橙

(1
0Y
 R
6/
3)

l 
ml
n以

下
の
茶

・
黒

・
透
明

で
光

る
砂
粒

を
合

む

11
口

縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ

ケ
ロ

風
化

の
為

調
整

不
明

に
ぶ

い
橙

(5
YR
6/
4)

に
な

い
橙

(5
YR
6/
4)

に
な

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
3)

暗
灰

黄
(2
5Y
4/
2)

1 
5m
m以

下
の

茶
・

黒
・

透
明

で
光

る
砂

粒
を
合

む

口
縁

ヨ
ヨ
ナ
デ

タ
テ
方
向
の
ハ

ケ
ロ

ナ
デ

風
化

の
為
調
整
不
明

に
ぶ

い
掲

(7
 5
Y 
R5
/4
)

に
ぶ

い
橙

(7
 5
YR
6/
4)

1～
4m
mの

粒
を
合

む
、
黒

く
光

る
粒

・
透

明
な
粒
・

白
い
粒
・
細
砂
粒

を
多

く
合

む

日
縁

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

ハ
ケ

ロ

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

に
な

い
黄

橙

(1
0Y
 R
7/
4)

灰
黄

褐
(1
0Y
 R
4/
2)

明
褐

(7
 5
Y 
R5
/6
)

淡
黄

(2
5Y
8/
3)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
 R
4/
2)

4 
mm
以

下
の

茶
・

黒
・

灰
色

の
砂

粒
、

3 
mm
以

下
の

黒
い

透
明

で
光

る
砂

粒
を
含

む
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土

器
観

察
表

(2
)

図
面

番
号

遺
物

番
号

遺
構

名
器

種
器

部
文

様
お

よ
び

調
整

焼
成

色
調

土
備

  
考

外
面

内
面

面
内

面

14
重

醍 ～ 脚

口
縁

…
ヨ
コ
ナ
デ
、

ナ
デ

胴
部

…
斜

・
タ
テ
方
向
の

ハ
ケ
ロ

全
体
的

に
ま
り離

・
風
化

し
て
い
る
が
一
部

ヨ
ヨ
ナ
デ

カ
ウ
完
る

良
好

ぶ 白 灰

に 灰 掲

橙ゝ
(5
 Y
R7
/4
)

(2
.5
Y8
/2
)

(1
0Y
 R
5/
1)

ぶ 白 黄

に 灰 淡

橙ゝ
(5
YR
7/
4)

(5
Y8
/2
)

(2
5Y
8/
3)

ガ
ラ
ス
質
の

も
の
黒

く
光

る
も
の

を

含
む
、
05
～

3卿
前
後
の
茶

灰

黒
色

な
ど
の
砂
粒

を
多

く
合
む

15
底

部
斜

、
タ

テ
方

向
の

ハ
ケ

ロ

全
体

的
に
創

離
・

風
化

し

て
い

る
が

一
部

に
ナ

デ
の

跡
が

み
ら

れ
る

橙
(7
 5
Y 
R6
/6
)

淡
黄

(2
5Y
8/
3)

灰
自

(5
Y8
/2
)

ガ
ラ
ス
賢
の
も
の
含
し
、
05
～

2m
m

弱
の
灰

。
う
す
茶

募
追

の
砂

位
を

多
く
合
む
、

5耐
大
少

合々
む

胴
部

上
部

ケヽ
ロ

風
化

し
て
殆

ん
ど
剣
離

し
て
い

る
、

し
か

し
一
部

に
ハ

ケ
ロ
が
の

こ
る

に
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
3)

//
  
 (
 

ク
 6
/3
)

掲
(1
0Y
 R
6/
4)

に
ぶ

い
黄

橙
(7
 5
Y 
R6
/4
)

4～
配

の
赤
茶
の
粒
、

2～
箭

mの

赤
茶

黒
自

茶
灰
色
の
粒
、
光

る

黒
の
砂
粒
、
及
び
光

る
微
粒

を
含
む

部
分

的
に

丹
が

残
る

】同
言
卜

下
部

風
化

し
て
い

る
が
一
部

ハ

ケ
ロ
が
残

る
風

化
の

た
め

調
整

不
明

黄
橙

(1
0Y
 R
8/
6)

に
な
い
赤
褐

(5
YR
5/
4)

に
ぶ

い
橙

(5
Y 
R6
/4
)

1鮒
幅
、

4 
tu
n長

さ
～

2嗣
幅
の
沼
鉄
鉱

の
よ
う
な
も
の
、
自

,茶
・
透
明
・
黒
の

泣
を
合
む
、

1画
内
の
粒

を
多
く
合
む

4・
5

a・
b

底
部

風
化

の
為
調
整
不
明

ナ
デ

、
風

化
著

し
い

が
ヘ

ラ
状

工
具

に
よ

る
調

整
跡

が
み

ら
れ

る

黄
橙

(1
0Y
 R
7/
8)

橙
(5
Y 
R6
/8
)

橙
(5
YR
6/
8)

1～
6 
1n
ll
lの

肌
色

の
砂
粒

、
2 
mm
以

下
の
茶

・
灰
等

の
砂

粒
を
多

く
含

む

底
部

ナ
デ

ナ
デ

明
黄
褐

(1
0Y
 R
7/
6)

に
な

い
黄
橙

(1
0Y
 R
7/
4)

1 
5m
m以

下
の
黒
・
茶
の
砂
粒

を
合
む

黒
斑

底
部

指
で
調
整

の
あ

と
を
て
し

ね
い
な
ナ
デ

風
化

の
為
調
整
不
明

灰
褐

(5
Y 
R5
/2
)

橙
(7
 5
Y 
R7
/6
)

l 
mm
以
下

の
茶
 
灰

・
黒
等

の
砂
粒

を
多

く
合

む

底
部

ナ
デ

風
化

の
為

不
明

明
黄

褐
(1
0Y
 R
6/
6)

明
黄

褐
(1
0Y
 R
7/
6)

黄
橙

(1
0Y
 R
7/
8)

3 
ml
r以

下
の
茶

・
灰
・

白
等

の
砂
粒

を
多

く
合

む
、
透
明

に
光

る
粒

を
含

む

頸
部

ヨ
コ
ナ
デ

風
化

の
為

不
明

黄
橙

(1
0Y
 R
8/
6)

浅
黄

橙
(1
0Y
 R
8/
4)

5団
尼
度
の
茶
褐
色
の
粒
、4

Ш
程
度
の
白
色
の
慰
、

3a
n前

後
の
茶
褐
色
 
茶
の
粒
、

2函
前
後
の
茶
欄

茶
 
反
 
自
と
の
社
、 
lm
前

後
以
下
の
茶
褐

茶
 
反
 
自
 
黒
 
透
明
、
及
び
光
る
微
粒
を
合
む

胴
部

突
帯

の
下

ヨ
コ

ナ
デ

他
ナ

デ
風

化
の

為
不

明
に

ぶ
い

黄
橙

(1
0Y
 R
7/
3)

に
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
9

lm
ln
前

後
の

白
透

明
の

秒
粒

、

自
・
黒

く
光

る
透

明
の

細
粒

、

及
び

光
る
微

粒
を

含
む

突
帯

の
間
・

下
部

ヨ
コ
ナ

デ

突
帯

の
上

部
ナ

デ

そ
の
他

ヨ
コ
方

向
の
ハ

ケ
ロ

ナ
デ

に
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
4)

に
な

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
4)

2枷
前
後
の

う
す
い
黄
土
色

,茶
色

の
粒
、
lC
、

下
の
茶
・
灰

黒
透

明
の
砂
粒

、
及

び
光

る
徹
泣

を
合
む

胴
部

突
帯

の
上

。
問
・
下
部

ヨ
コ
ナ
デ
、

そ
の
他

ゝ
方
向

の
ナ
デ

ヽ
方

向
の

ナ
デ

に
な

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
4)

に
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
4)

う
配
罹
度
の
赤
茶
の
社
、

3面
it
後
の
赤
茶
 
白

黄
灰
の
社
、 
2師

前
後
の
光
る
黒
 
茶
 
反
、
及
び

1固
前
後
の
自
 
茶
 
赤
茶
 
透
明
 
白
透
明
 
光

る
黒
 
原
色
の
粒
、
及
び
光
る
微
粒
を
合
む

胴
部

突
帯

の
上

・
間
部

ヨ
コ
ナ

デ
、

そ
の
他

ナ
デ

風
化

の
為

不
明

黄
橙

(1
0Y
 R
3/
6)

橙
(5
Y 
R7
/6
)

2m
m前

後
の
自
 
白
透
明
の
粒

、 
1

剛
以
下
の
自
・
白
透
明
 
光

る
黒
色

の
砂
粒

、
及
び
光

る
微
粒

を
合
む

胴
部

ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
・
斜

方
向
の
ハ

ケ
ロ

ヨ
コ
ナ
デ

明
黄

褐
(1
0Y
 R
7/
6)

明
黄

褐
(1
0Y
 R
7/
6)

3画
程
度
の
赤
茶
色
の
位
、 2

EI
l前

後
の
茶
色

の
位
、 
1画

以
下
の
道
珊

.白
透
明
・
茶
 
灰

自
単
色
の
砂
也
、
及
び
光
る
徹
池
を
合
む
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土

器
観

察
表

(3
)

図
面

番
号

遺
物

番
号

遵
構

名
器

種
器

部
文

様
お

よ
び

調
整

焼
成

色
調

土
備

考
面

内
面

面
内

面

4・
5

a 
b

一 望

タ
テ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

風
化

の
為

調
整

不
明

良
好

に
な
い
黄
橙

00
Y 
R7
/4
)

灰
黄
褐

(1
0Y
 R
5/
2)

に
な

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
4)

1～
3 
mm
の

灰
・

茶
・

黒

白
等

の
砂

粒
、

黒
く

輝
く
粒

透
明

に
光

る
粒

を
含

む

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
 R
7/
4)

に
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
4)

1～
3 
ml
nの

灰
 

茶
・

黒
・

白
等

の
砂

粒
、

黒
く
輝

く
粒

・
透

明
に

光
る
粒

を
含

む

ヨ
ヨ
ナ
デ

ナ
デ

明
黄

褐
(1
0Y
 R
 7
6)

明
黄
褐

(1
0Y
 R
7/
6)

2m
前

後
の
赤
泰
色
の
粒
、

2皿
程
飯

純
の
粒
、
l�

前
後
の
灰
茶

白
 
乏
研

に
光
る
金

.黒
の
砂
粒
・
光
る
徹
地
を
合
む

胴
部

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ

ロ
灰

黄
褐

(1
0Y
 R
6/
2)

一
部

灰
黄

(2
5Y
6/
2)

に
な

い
黄

橙
(1
0Y
 R
6/
3)

5m
m程

度
の

赤
茶

色
の

粒
、 
31
n程

度
の

赤
茶

色
の
粒

、 
lm
r以

下
の

白

茶
 

透
明
 

光
る
黒
 

灰
色

の
砂

粒
、

及
び

光
る
徹

粒
を
含

む

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

風
化

の
為
調
整
不
明

黒
(2
5Y
2/
1)

部
分
的

に
灰

黄
褐

(1
0Y
 R
6/
2)

に
ぶ

い
褐

(7
 5
YR
6/
3)

l 
mm
前
後

の
赤
茶
・

白
・
灰

黒
・
透

明
の
秒
粒

、
及

び
光

る
砂
粒

を
合

む

】 同
言
ド

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ

浅
黄

(2
5Y
7/
3)

一
部

黄
灰

(2
5Y
5/
1)

に
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
4)

2飾
罵

度
の
赤
茶
色
、
1卿

前
後
の

黒
,自

・
透
明
の
砂
位
、
赤
茶
色
の

細
粒
、
及
び
光
る
微
位
を
合
む

】同
と
Б

ヨ
ヨ
ナ
デ

斜
方
向
の
ハ

ケ
ロ

風
化

の
為

調
整

不
明

に
な
い
黄
橙

(1
0Y
 R
7/
3)

に
ぶ

い
黄

褐
(1
0Y
 R
5/
3)

2m
前

後
の
泰
・
自
・
透
明
の
粒

、 
1

m以
下
の
灰

自
・
茶
・
透
明

,光
る

黒
の
秒
粒

、
及
び
光

る
微
粒

を
合
む

胴
部

ヨ
コ
ナ
デ

斜
方
向
の
ハ

ケ
ロ
の
上

を
ナ
デ

風
化

の
為

調
整

不
明

浅
黄

(2
5Y
7/
3)

に
ぶ

い
橙

(7
 5
Y 
R7
/4
)

に
な
い
黄
橙

(1
0Y
 R
6/
3)

2m
m前

後
の
白
 
茶
 
黒
色
の
粒
、

lm
前

後
の
茶

,灰
す
透
明
 

白
の

砂
粒
、
及
び
光

る
繊
粒

を
合

し

6・
d

甕
醍 ～ 脚

ヨ
コ

ナ
デ

板
状

の
も

の
に

よ
る
斜

方

向
の

ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

、
ナ

デ

粘
上

の
つ

な
ぎ

の
あ

と
が

残
る

橙
(7
 5
Y 
R6
/6
)

に
ぶ

い
赤

褐
(5
YR
5/
4)

透
明

・
自

の
粒

を
含

む

l 
ln
m内

の
粒

を
多

く
含

む

黒
斑

が
部

分
的

に
残

る

ス
ス

付
着

10
08

髯
頸

登
完

形
ナ

デ

ナ
デ
、
ハ

ケ
ロ

指
頭
圧
痕

が
残

る

褐 橙 白

黄 黄

灰 浅 灰

(1
0Y
 R
5/
2)

(1
0Y
 R
8/
4)

(1
0Y
 R
8/
2)

に
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
3)

灰
黄

(2
5Y
)

ガ
ラ
ス
質
の

も
の
黒

く
光

る
も
の
合

む
、

l 
mm
弱

の
茶
・

黒
い
秒
粒

含
む

4・
5

a・
b

豆
完

形
ナ
デ

ハ
ケ
ロ

ヨ
コ
す
デ

ナ
デ

指
調
整

黄
橙

(1
0Y
 R
8/
4)

浅
責
橙
 (
10
Y 
R8
/4
)

黄
糟

(1
0Y
 R
8/
6)

光
る
徹
粒
子・

黒
く
光
る
も
の
合
む
、細
砂

粒
、l

 m
m前
後
の
茶・

絶
な
ど
の
砂
粒
合

む
、 
3皿

犬
の
砂
粒
少々

合
む

斃 ～ 朧
ナ

デ
ナ

デ
灰

白
(1
0Y
 R
7/
1)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
 R
7/
2)

2 
ml
n大

の
粒

を
合

む

微
砂
粒

を
多

く
合

む

睡 ～ 脚

ハ
ケ

に
よ
る
ナ
デ

ナ
デ

ナ
デ
、
指
・

工
具

に
よ

る

ナ
デ

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
 R
6/
4)

浅
黄

(2
5Y
7/
3)

に
ぶ
い
橙

●
5Y
 R
6/
4)

浅
黄
橙

(1
0Y
 R
8/
3)

黒
く
光

る
も
の
ガ

ラ
ス
質

の

も
の
合

む
、
細
砂
粒

 l
 l
nm

弱
の
砂
粒
合

む
黒

変

底
部 ∫

電
喜
К

頸
部
～
胴
部

…
風
化
の
為

不
明

胴
部
 

ミ
ガ

キ
が
一

部
残

る

底
部

…
ミ
ガ

キ
?

ナ
デ

ー
部
指

ナ
デ

灰
自

(5
Y8
/1
)

浅
黄
橙

(1
0Y
 R
8/
3)

浅
黄

橙
(1
0Y
 R
3/
3)

黒
く
光

る
粒

 l
 m
H大

の
粒

を
合

む

細
砂
粒

を
多

く
合

む

一
部

黒
斑
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表
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土

器
観

察
表

(4
)

図
面

番
号

遺
物

番
号

遺
構

名
器

種
器

部
文

様
お

よ
び

調
整

焼
成

色
調

胎
土

備
  

考

面
内

面
面

内
面

き 望
完

形

口
縁

上
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
顕

部
指

で

の
調

整
の

後
ヨ

ヨ
ナ

デ
、

胴
部

上

部
タ

テ
方

向
の

ハ
ケ

ロ
、

同
下

部

指
に

よ
る
調

整
の

後
ナ

デ
?

日
縁

上
部

ヨ
コ

ナ
デ

、
日

縁
下

部
ナ

デ
、

胴
部

指
調

整
及

び
指

頭
圧

痕
が

あ
る

良
好

橙
(5
YR
6/
6)

橙
(5
YR
6/
6)

灰
白

(1
0Y
 R
8/
2)

褐
灰

(1
0Y
 R
4/
1)

黒
く
光

る
も
の

多
く
、
含

む
(黒

婁

母
)$
晟
ぉ
写写
巣
?良
雹
な
どの

砂
粒

多
く
含

む
、

3m
 a
大

少
々

合
む

一
部

黒
変

口
縁

口
唇

部
ナ

デ

ロ
縁

上
部

ヨ
コ

ナ
デ

そ
の

他
′

t方
向

の
ナ

デ

口
縁

上
部

ヨ
ヨ

ナ
デ

そ
の

他
ナ

デ

に
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
3)

黒
褐

(1
0Y
 R
3/
1)

に
な

い
掲

(7
 5
Y 
R5
/4
)

灰
白

(7
 5
Y 
R8
/2
)

透
明
 

白
の
粒

を
合

む
ln
n

内
の
粒

を
多

く
合

む

口
縁

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ

い
黄
橙

(1
0Y
 R
7/
4)

に
な

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
4)

灰
・

茶
 

黒
等

の
細

粒
、

透

明
に

光
る
粒

を
含

む

醍 ～ 螂

口
縁
上
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
口
禄
中
部
斜
め
ヨ
ヨ
方

血
の
ハ
ケ
に
よ
る
ナ
デ
、
日
緑
下
部
タ
テ
方
向

に
ヘ
ラ
か
他
の
こ
真
で
の
調
整
で
下
方
は
そ
の

後
ヨ
コ
方
向
に
す
'て

あ
る
様
だ
肩
部
ナ
デ

?

象
U離

 
風

化
の

為
、

調
整

は
は

っ
き

り
し

な
い

が
、

一
部

ヨ
コ

方
向

の
ナ

デ
?

明
赤

褐
(5
YR
5/
6)

に
ぶ

い
橙

(5
YR
7/
4)

浅
責

橙
(1
0Y
 R
8/
3)

灰
黄

褐
(1
0Y
 R
5/
2)

黒
く
光

る
も
の
、
ガ
ラ
ス
質
の

も
の

合
む
、
05
～

lm
m大

の
半
透
明
、
自

っ
ぽ
い
色

の
砂
粒

を
多

く
合

む

瞑
都 ∫

底
部

頸
部
～
胴
部
ヨ
コ
方
向
の
ミ
ガ
キ

?

胴
部

中
部

に
ユ

ビ
オ
サ
エ

胴
部
下
部

ナ
デ

?

胴
部
上
部

～
中
部

ユ
ビ
オ

サ
エ

浅
黄

(2
5Y
7/
4)

に
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
3)

3f
lm
前

後
の
泰
 

こ
げ
茶
色

の
粒

、 
2m
f

程
度

の
赤
茶

の
粒

、 
lm
a以

下
の
黒
 

白

灰
 

赤
茶
 
茶
 
透

明
 

光
ろ
黒
色

の

砂
粒

及
び
光

る
彼
粒

を
合

↓

外
面

部
分

的
に

丹
塗

り
?

内
面

一
部

黒
変

麟 ～ 麟

板
状

の
も
の

に
よ

る
ナ
デ

ハ
ケ

ロ
と

ミ
ガ
キ
の
痕

が

残
る

ナ
デ

(よ
」離

し
て
い

る
)

黒
褐

(2
5Y
3/
1)

灰
白

(1
0Y
 R
8/
1)

灰
白

(1
0Y
 R
8/
2)

透
明

・
白
の
粒

を
含

む

lm
m内

の
粒

を
含

む

脚 ～ 帥

胴
吉
I上

部
ナ

デ
板
状

の
工

具
の

あ
と
が
の

こ
る
、
胴
部

下
部

～
底

部
ハ

ケ
メ
の

あ
と
ナ

デ
、
ハ

ケ
メ
の

あ
と
が
一
部

の
こ

る

胴
部
上
部
指
押

え
の

あ
と

ヨ
コ
ナ
デ
、
以
下

ナ
デ
ヘ

ラ
で
ナ
デ
た

あ
と
あ

り

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
 R
7/
4)

に
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
4)

白
 

茶
の
粒

を
合

む
細
砂
粒

を
多

く
含

む
一

部
黒

斑

螂 ～ 帥
ナ

デ

頭
部

～
胴

部
下

部
ナ

デ
`板

状
の

あ
と
が
残

っ
て

い
る

胴
部

下
部

～
底

部
風

化

浅
黄
橙
 (
10
Y 
R8
/4
)

浅
黄

橙
(1
0Y
 R
8/
4)

白
・
茶

・
透

明
な
粒

を
含

む

0 
5m
m以

下
の
粒

を
多

く
含
む

一
部

黒
斑

卿 ～ 螂
ナ

デ

胴
部
中
部
指
ナ
デ
、
以
下
板
状
の

工
具
の
あ
と
ん 減

る
、
板
状
の
も

の
に
よ
る
ナ
デ
の
あ
と
ナ
デ

に
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
4)

黒
(1
0Y
 R
1 
7/
1)

自
の
粒

を
多

く
合

む
細
砂
粒

を
多

く
合

む
一
部
黒
斑

5ユ
脚 ～ 螂

風
化

の
為

不
明

風
化

の
為

不
明

黄
橙

(7
 5
Y 
R7
/8
)

黄
橙

(7
 5
Y 
R7
/8
)

3m
m程

度
の

自
色

の
粒

、 
2F
 n
程

度
の

白
薄

茶
の

粒
、 
in
m以

下
の

自

茶
 

黒
 

灰
 

光
る
灰
 

光
る
黒

透
明

の
砂

粒
及

び
光

る
微

粒
を
合

む

一
部

黒
斑

高
郷

17
h部

口
唇
部

ナ
デ
、
口
縁
部

上
部

ヨ
ヨ
ナ
デ

ロ
縁
都

中
部
…

方ヽ
白
の
ハ

ケ
ロ

以
下

,方
向
の
ミ
ガ
キ
 
ハ
ケ
ロ
の
よ

う
な
あ
と
力滅

っ
て
い
る

日
霧

丹上
書
Iハ

ケ
ロ
の
あ
と

ミ
ガ

キ
(ハ

ケ
ロ
ん
滅

つ
て
い
る
部
分

が
あ
る
)以

下
ミ
ガ
キ

赤
掲

(5
Y 
R4
/6
)

橙
(5
YR
6/
8)

明
赤

褐
(5
Y 
R5
/8
)

明
責

褐
(1
0Y
 R
7/
6)

24
m内

の
自
の
粒
、
透
明
を
粒
を
含
む

0 
5H
m大

の
黒

の
粒

を
合

む

0 
51
nm
内

の
砂

粒
を
多

く
合

む

II
Th
部

日
唇

部
ナ

デ

ロ
縁

部
上

部
←

方
向

以
下

1方
向

の
ミ

ガ
キ

日
縁
部

方ヽ
向
の

ミ
ガ
キ

以
下

t方
向
の

ミ
カ
ギ

橙
(5
Y 
R7
/8
)

橙
(5
Y 
R6
/6
)

橙
(5
Y 
R7
/6
)

細
か
い
透
明

な
粒

を
多

く
合

む
砂
粒

を
含

む
一

部
黒

斑

郭
部

部
ナ
デ

]縁
部
上
部

コ
ヨ
ナ

デ

`の

下
‐

方
向

の
人

ケ
ロ
、
そ
の
下

ナ

文下
t方

向
の
ミ
ガ
キ

口
縁
部
上
部
風
化

の
為

不
明
、
以
下
→
方

向
の

ミ
ガ

キ
橙

(5
YR
6/
6)

浅
黄

橙
(1
0Y
 R
8/
4)

橙
(7
 5
Y 
R7
/6
)

透
明

で
細

か
い

砂
粒

を
多

く

合
み

、
2m
m以

下
の

黒
の

砂

粒
を

合
む

内
面

一
部

黒
斑

jT
N部

口
唇

部
ナ

デ

日
縁
郡
上
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
そ
の
下
ハ

メ
の
あ
と
ヨ
コ
ナ
デ
以
下
ハ
ケ
ロ

ハ
ケ

ロ
の

あ
と
ナ
デ

ハ
ケ

ロ
の

あ
と
が
一
部

う
す

く
残

る

淡
黄

(2
5Y
8/
3)

淡
黄

(2
5Y
8/
3)

橙
(5
YR
6/
6)

白
・
透
明

・
茶

の
粒

を
合

む

5m
ln
内

の
砂
粒

を
多

く
合

む
内
面
一
部
黒
斑
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表
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上

器
観

察
表

(5
)

図
面

番
号

遺
物

番
号

造
構

名
器

種
器

部
文

様
お

よ
び

調
整

焼
成

色
調

土
備
  

考

瓦
内

面
面

内
面

一 局
郭

部

口
唇

部
ナ

デ
、

風
化

の
為

不
明

、
工

具
の

あ
と

が
口

縁
部

の
上

部
に

あ
る

ナ
デ

良
好

浅
黄
橙
 (
10
Y 
R8
/4
)

浅
黄

橙
(1
0Y
 R
8/
3)

1～
2 
mm
大

の
茶

の
粒

を
合

む
、
透
明
・

白
の
粒

を
合

む

細
砂
粒

を
多

く
含

む

10
15

岬 ～ 螂

ネ
部
ハ
ケ
ロ
、
そ
の
下
ハ
ケ
ロ
の
あ
と

ナ
ア
、
そ
の
下
ハ
ケ
ロ
の
あ
と
が
残

る
(ハ

ケ
ロ
の
後
ナ
デ

?)
そ

の
下
風
化
の

為
不
期
、
そ
の
下
ヨ
ヨ
ナ
デ
以
下
ナ
ア

邪
部

ナ
デ

脚
部

上
部

風
化

の
為

不
明

そ
の
下

ナ
デ
以

下
ヨ

コ
ナ

デ

灰
白

(2
5Y
8/
2)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
 R
6/
4)

浅
黄
橙

(7
 5
Y 
R8
/4
)

2 
mm
大

、
3 
1n
ln
大

の
粒

、
1～

3m
m大

の
茶

の
粒

、
自
・

透
明

を
粒

、
細

砂
粒

を
多

く
合

む

脚
部

タ
テ

方
向

の
ミ
ガ

キ

脚
部

上
部

風
化

の
為

不
明

以
下

ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

に
な

い
黄

橙
(1
0Y
 R
6/
3)

橙
(5
Y 
R7
/6
)

に
ぶ
い
黄
橙

(1
0Y
 R
7/
3)

橙
(5
Y 
R7
/6
)

2m
m以

下
の

茶
・

灰
と

自
の

半
透

明
、

黒
で

光
る
微

粒
を

含
む

一
部

黒
斑

下 脚 部

卿 部
ゃ 趾

邪
下
部

～
脚
部
上
部

ミ
ガ

キ
、
以
下

ミ
ガ
キ

?

邪
言
ト
ミ

ガ
キ

脚
部

上
部

一
方

向
の

ナ
デ

以
下

ナ
デ

明
黄

褐
(1
0Y
 R
7/
6)

橙
(7
 5
Y 
R7
/0

に
な
い
黄
橙

(1
0Y
 R
7/
3)
.

白
・

灰
・

黒
等

の
細

砂
粒

、

ガ
ラ

ス
質

に
光

る
粒

を
多

く

合
む

脚
部

上
部

風
化

・
劉

離
の

た
め

不
明

上
部
指

に
よ

る
調
整

?

以
下
風
化

の
為

不
明

※
全
体
的

に
風
化

褐 橙 白

責 黄

明 浅 灰

(1
0Y
 R
7/
6)

(7
 5
Y 
R8
/6
)

(2
5Y
7/
1)

浅
黄
橙

(7
 5
Y 
R8
/6
)

ガ
ラ
ス
質
の
も
の
、
黒

く
光

る
も
の
合
む
、0
 5
mH
以

下
の

う
す

茶
`灰

白
色
な
ど
の
砂
粒
合
む

脚
部

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

黄
橙

(1
0Y
 R
8/
6)

に
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
4)

4～
2m
程

の
茶
の
粒
、

21
m程

の

灰
色
・
黒
の
砂
粒
、
lm
程

の
翔

月
で
光
る
砂
粒
を
合

t・

穿
孔

あ
り

脚
部

ミ
ガ
キ

ナ
デ

明
赤
褐

(5
Y 
R5
/6
)

に
な

い
赤

褐
(5
YR
4/
2)

2w
程

の
白
い
砂
粒
、

2～
3w
程

の
こ
げ
茶
の
砂
粒
、
lw
程

の
赤
茶

の
砂
粒
を
合
む

脚
部

タ
テ
・

ヨ
コ
の

ミ
ガ

キ
ヨ
ヨ
ナ
デ

浅
黄

橙
(1
0Y
 R
y3
 8
れ

)
浅

黄
橙

(1
0Y
 R
8/
38
/り

光
る
ガ
ラ
ス
質

の
微
粒
子
合

む
、
黒

・
灰
色

な
ど
の
細
砂

粒
多

く
合

む

脚
部

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
4)

に
ぶ

い
黄

橙
(1
0Y
 R
7/
4)

2m
o以

下
の
灰
・
茶
・
黒

で
光

る
透

明
で
光

る
砂
粒

を
含

む
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図
面

番
号

遺
物

番
号

遺
構

名
器

種
器

形
法
 

量
 (
cm
)

色
調

土
焼

成
調

整
備
  

考
日
 

径
底
 

径
内

面
面

内
 

面
外

 
面

底
 

部

1
12
・

C
±

8R
l

器
堺

完
形

(1
18
)

33
10
Y 
R%
浅

黄
橙

同
左

き
め

落日
や

か

小
さ
な
ガ
ラ
ス
質
の
も
の
多
く
合
む

lm
m弱

の
砂

粒
少

々
含

む

良
好

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

?

糸
切

り
半

分
以

上
残

存

2
醍 ～ 劇

(1
20
)

33
25
Y/
淡

黄
揃

前
後
の
茶
色
の
粒
、 
Z剛

前
後
の

絶
の
粒
、
lm
以
下
の
茶
・
灰

,自

の
砂
粒
及
び
光
る
徹
粒
を
合
む

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

,
%残

存

3
(1
13
)

(7
7)

3 
25

25
Y%
淡

黄

l 
m 
ll
以
下

の
灰

・
黒

・
茶

色
の
砂
粒

、
及

び
光

る
微

粒
を
合

む
/弱

残
存

4

7 
5Y
R%
橙

一
部

75
YR
%橙

10
Y 
R%
浅

黄
橙

一
部

7 
5Y
R%
橙

lm
ln
前
後

の
茶
・

黒
・

白
色
の
砂
粒

、
光

る
微
粒

を
合

む

ヨ
コ
ナ
デ

%残
存

5
12
・
 1
3

C・
d

底
部

7 
5Y
R%
橙

7 
5Y
R%
に

な
い
橙

回
縁

及
び
底
部

の
一
部

7 
5Y
R/
に

ぶ
い
褐

2n
 n
以
下
の
自
 
仄
色

の
粒

、
1

mm
以

下
の
茶

自
 
灰
・
黒
色
の

細
粒
、
及
び
光

る
微
粒

を
含
む

ナ
デ

糸
切

り
底

/残
存

6
(7
4)

10
Y 
R%
浅

黄
橙

5Y
R%
淡

黄

10
Y 
R%
浅

黄
橙

2m
m程

度
の
茶
色
の
粒
、

1

nm
前
後
の
茶

`灰
 
白
色
の

砂
粒
、
光

る
微
粒

を
合
む

/残
存

7
12
, 
c

土
師

器
皿

完
形

10
Y 
R/
褐

灰
一
部

10
Y 
R%
褐

灰

10
Y 
R/
褐

灰
一
部
底
部

25
Y/
灰

自

3m
以

下
の
赤
茶
色

の
粒

、
l 
mm

前
後
の
赤
・
茶

,灰
・
白
・
黒
色

の
砂
粒
及

び
光

る
微
粒

を
合
む

半
分

以
上

残

存

8
‐

３

ｄ

‐
２

ｃ
6.
5

10
Y 
R%
1夫

黄
橙

10
Y 
R%
灰

黄
褐

同
左

き
め
細

や
か
、

ガ
ラ
ス
質

の

も
の

合
む

、
05
m大

の
茶

灰
色

な
ど
の
細

砂
粒

含
む

ヨ
ヨ
ナ
デ

9
10
Y 
R%
に

ぶ
い
責
橙

10
Y 
R%
に

ぶ
い
黄
橙

姉
程
度
の
灰
色
の
粒
、
21
m程

度
の

灰
色
の
粒
、

ll
m前

後
の
白
・
仄
・
茶

色
の
粒
及
び
光
る
微
粒
を
合
む

ナ
デ

ヘ
ラ
切

り
/残

存

10
疏 ～ 劇

(7
5)

(6
2)

17

10
Y 
R/
に

ぶ
い
黄
橙

一
部

10
Y 
R%
灰

黄
掲

10
Y 
R%
に

ぶ
い
黄
橙

一
部

口
縁

10
Y 
R影

仄
責
褐

茶
色

の
細
粒

、
及

び
光

る

微
粒

を
合

む
ナ

デ

11
1
2,
 c

(7
65
)

15
7 
5Y
R%
に

な
い
橙

7.
5Y
 R
%浅

黄
橙

10
Y 
R%
浅

黄
橙

lm
m前

後
の
茶
・
灰
・
黒

色
の
砂
粒

及
び
光

る
微
粒

を
含

む
糸

切
り

12
・

13

C・
d

(8
2)

(7
65
)

1 
35

75
YR
%橙

一
部

口
縁
部

75
YR
%橙

7 
5Y
R%
橙

2m
m程

度
の
自
い
粒
、

lm
m前

後
の
自
 
赤
茶

,灰
・
透
明
の
粒
、

及
び
光
る
徹
粒
を
合
む

%弱
残
存

13
(8
5)

1)
1 
5

10
Y 
R/
に

ぶ
い
黄
橙

同
左

2t
nm
前

後
以
下
の
茶
・
灰
色
の
粒

黒
 
自

.灰
・
茶
透
明
の
細
粒
、

及
び
光

る
微
粒

を
合
む

ヘ
ラ
切

り
半

分
弱

残
存
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土

師
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陶
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器
観

察
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図
面

番
号

違
物

番
号

遺
構

名
器

種
器

形

法
 

量
(c
nl
)

色
調

胎
土

焼
成

調
整

備
  

考

口
 

径
底
 

径
高

内
面

外
面

内
 

面
外
 

面
底

 
部

12
・
 a

土
師

器
皿

底
部

(6
0)

25
Y%
淡

黄
同

左
無

色
の

光
る
微

粒
を

合
む

良
好

ナ
デ

風
化

の
為

不
明

糸
切

り
%弱

残
存

15
醍 ～ 瑯

1 
4

25
Y%
淡

黄
一
部

口
縁

7 
5Y
R%
浅

黄
橙

25
Y%
淡

黄
一
部

底
部

25
Y%
灰

白

lm
m以

下
の
茶
・

白
・
仄

色
の
砂
粒
及

び
光

る
微
粒

を
合

む

ヨ
ヨ
ナ
デ

%残
存

5,
a

土
師

器
lT
N

(1
22
5)

(
84
5)

10
Y 
R%
浅

黄
一
部

口
暮
部

10
Y 
R/
に

ぶ
い
黄
橙

10
Y 
R%
浅

黄

lm
m以

下
の
自
透
明
・
茶
色
の
粒

及
び
透
明
 
茶

,黒
色
の
糾
位
及

び
光
る
微
粒
を
含
む

ヨ
コ
ナ
デ

/残
存

4・
d

底
部

(8
4)

25
Y%
淡

責
同

左

l 
ml
n前

後
の
茶

・
黒

・
赤

茶
色

・
う
す
茶
色

の
砂
粒

及
び
光

る
微
粒

を
合

む

ナ
デ

%残
存

5・
b

6 
55

10
Y 
R%
に

ぶ
い
黄
橙

lm
m前

後
の
茶
色
の
粒
及
び
茶

.

自
,灰
 
透
明
・
黒
く
光
る
細
粒

及
び
光
る
微
粒
を
合

tF

底
部

の
み
残

存

5 
a

1)
25
Y%
淡

黄
l 
ln
m前

後
の
茶

・
黒

の
粒

光
る
微
粒

を
合

む

ヘ
ラ

切
り

底
部

の
み
半

分
以
上
残
存

5・
b

7 
5Y
R%
に

ぶ
い
橙

茶
色

の
細
粒

及
び
光

る
微

粒
を
合

む
糸

切
り

底
部

の
み
半

分
以
上
残
存

図
面

番
号

遺
物

番
号

遺
構

名
器
 

種
部
 

位
法

量
(c
m)

色
調

形
態

・
成

形
技

法
の

特
徴

12
・
 a

青
磁

婉
口

縁
部

界
|■

5G
 Y
/

胎
 1
0Y
/

緑
灰

灰
白

口
縁
部

は
端
返

り
、
外

面
に
鏑

を
有
す

る
蓮
弁

、
施

釉
、
光
沢

が
あ
る

12
・
 c

界
IЮ
Y%
廂

胎
 1

0Y
/仄

白

口
縁
部

は
端
返

り
、
外
面

に
蓮
弁

を
有
す
、
施
釉
・
光

沢
が
あ
る

‐
３

ｄ

‐
２

ｃ
青

磁
蓋

体
 

部

;

端
 

部

口
径

(7
9)

器
高

(1
55
)
界

lπ
5G
Y/
オ

リー
ブ 灰

胎
 7
5Y
% 

灰
白

外
面

に
文
様

有
り
輪
花

、
器
端
部

～
内
面
露
胎

、
内
面
天
丼
部

及
び
外
面

施
釉

5 
b

青
磁

娩
日

縁
部

界
IЮ
Y%
刑

― ブ
灰

胎
 1
0Y
% 

仄
白

夕 1
面

に
蓬
弁

、
施

釉
、
光
沢

が
あ
る
、
貫
入

が
あ
る

27
4,
c

底
部

底
径

56
昇I

К
仰

叛
忌
夕 記

`/
灰

民 白
は
部

ヘ
ラ
削

り
、
中
心

に
九

い
膨

ら
み
力
減

る
、
施

釉
、
光

沢
が

あ
る
、

一
部

高
台

、
畳
付
大
部

分
、
高
台
底
面
大
部
分
露
胎

5・
b

底
径

54
昇1

5G
% 
オリ
ー プ
灰  

  
岳 
甘と
身%明

二↑
ど 豪
摂

底
部

ヘ
ラ
削

り
中
心

に
腸

ら
み

が
残

る
、
高
台
外
面

ま
で
施

釉
、
光
沢

が

あ
る
、
高
台
内
面
一
部

、
底
面
一
部

露
胎
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土

師
器

・
陶
磁

器
観

察
表

(3
)

図
面

番
号

遺
物

番
号

遺
構

名
器
 

種
部
 

位
法

量
(C
ln
)

調
色

形
態

・
成

形
技

法
の

特
徴

5 
b

備
前
焼

甕
日

縁
部

8と
:ま

χ 修
暦露
黄 

外 げ
要 絶
癖♂

鳥Y
輝

ナ
デ
、
外
面
及

び
内
面
中

ご
ろ
ま
で
光
沢

の
あ
る
施

和
、
以
下
光
沢
の

を

い
施

釉

5,
a

内
 1
0Y
 R
% 

褐
灰
  
  
  
  

胎
 1
0Y
 R
/褐

灰

外
 2

 5
GY
/黒

(に
ぶ
い
光
沢
あ
り

)

内
面

ヨ
コ
ナ
デ
、
そ
の
他

ナ
デ
、
口
縁
部
外
面

に
に
ぶ

い
光
沢
の

あ
る
施

釉

5'
b

備
前

焼

括
鉢

底
部

内
 2
5Y
/ 

黄
褐
  
  
  

胎
 2
5Y
R%
 

に
な
い
赤
褐

タ ド
 2
5Y
 R
/ 

に
ぶ
い
赤
褐

内
面

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
6本

の
条
線

を
持

つ
櫛
描
条
線

、
外

面
ナ
デ
、
荒

い
調
整

5'
a

底
部

内 1
丼
比

場 島
写

外 |
を
V評

瑠牌
権&

2眠
獄 具
贔を
〒 呆
て二
球3

台
g豪
チ F

色
霰聖
写喫

ス
付

着

5・
b

77
fと

:場
[ミ
鼈
 
タ ト面

|そ
I;
号
升

[雲
鼈

内
面

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
幅

2 
cm
の

櫛
摘
条
線

で
2～

31
11
1n
間
隔
の

9本
の
条
線

を
も
つ
、
外

面
ナ
デ

2・
c

備
前
焼

甕
底

径
12
8

内
 5
YR
% 

暗
赤
褐
  
 

胎
 5
YR
/ 

褐
灰

外
 5

YR
% 

灰
掲

内
面
ナ
デ
、
光
沢

の
な
い
施

釉
、
外
面
底
部

ナ
デ
光
沢

の
な
い
施

釉
、
胴

部
タ
テ
方

向
の
削

り
光
沢

の
な
い
施

釉
に
釉

の
垂

れ
が
み

ら
れ

る

3・
d

底
径

55
昇1

5Y
/ 
浅黄

  
 
唇 

7f
寺
身%淡

雪
光
沢
の

あ
る
施

和
、
貫
入

あ
り
、
内
面

ミ 得
ミ

と
い

う
線

刻
あ

り
、
高
台

蛇
ノ
ロ
釉
剥

ぎ
、
底
部

中
心
一
部
光

沢
の

あ
る
施

和
貫
入

5,
b

却 皿
底

径
(6
2)

昇
IЮ

GY
/嚇

灰
胎

∵

Y/
廂

内
・
外

面
染
付

、
光
沢

の
あ
る
施

釉
、
高
台
露
胎

2・
c

染
付

/」
然ヽ

口
縁

部

～
底

部
口

径
(5
8)

昇
17
 5
GY
/ 

明
緑

灰
  
 

胎
 N
/ 

灰
自

内
・
外
面
染
付

、
光

沢
の

あ
る
施

釉

4・
d

薩
摩

焼

碗
底

部
底

径
41

昇I
Ю
Y%
廂

暴
暇
影
伝三

内
・

外
面

光
沢

の
あ

る
施

釉
、

高
台

及
び

一
部

胴
部

露
胎

5・
b

底
径

(4
6)
昇I

Ю
Y%
廂

盈
;郵
栃
侯 :

内
・
外
面
光
沢
の

な
い
施

釉
、
胴
部

一
部

、
高
台
一
部

、
底
部
露
胎

2・
c

底
径

44
舟

IЮ
YR
%掲

胎
Ю
YR
%い

灘
内
面
光
沢
の
あ
る
施
釉
、 蛇

ノ
ロ
釉
鋤

ぎ
、外

面
光
沢
の
あ
る
施
釉
畳
付

き

露
胎

5・
b

底
径

46
舟1

郷
Y%
中
黄

岳
:寺
誘
程会
俣 橙

内
・
外
面
光
沢
の
あ
る
施
釉
、
貫
入
あ
り
、
畳
付

き
一
部
、
底
部
露
胎

l 
g

石
鍋

口
縁

部

～
底

部

日
径

16
1

底
径

(1
28
)
内 1

4チ
後
蟹戻
 
外 |

ぞ
yが
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土

師
器
・

陶
磁

器
観

察
表

(4
)

図
面

番
号

遺
物

番
号

遺
構
名

器
 

種
部
 

位
法

量
(c
m)

調
色

形
態

 
成

形
技

法
の

特
徴

2・
f

備
前
焼

甕
底

部
底

径
(1
42
)

内
 1
0Y
 R
% 

灰
黄
褐
  
  
  

胎
 5
YR
% 

に
な
い
赤
褐

赤
(雀
亀

羅
、光
沢な

し
内
面
ナ
デ
、

に
な

い
光
沢

を
も
つ
施

釉
、
外
面
光
沢

の
あ
る
釉

が
雑

に
う

す
く
施
釉

、
そ
の
為
光

沢
な

し
、
底

の
中
心

か
ら

2 
5 
cn
l位

離
れ
た

と
こ

に
釉

の
た

ま
り
を
有
す
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A地区北西遺構群遠景 (南東から)

A地区北西遺構群遠景 (東から)

―-307-―



図
版
２

秘il
l■騨

'森

ド

A地区北東遺構群 (12・ 13-ced区 )

A地区北東遺構群 (12。 13-e・ f区 )
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A地区北西遺構群 ―S1103お よび周辺検出状況 (南から)

A地区北西遺構群 ―S H03お よび周辺検出状況 (東から)
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A地区北西遺構群 (SK 6,s1103・ 105周辺)

A地区北西遺構群北側全景



A地区北西遺構群北西側全景

A地区北西遺構群北東側全景
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A地区北西遺構群東側全景

A地区北西遺構群東側全景
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A地区北西遺構群南西側全景

A地区北西遺構群南東側全景
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A地区北西遺構群南側全景

A地区西遺構群北側全景
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